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2019年度事業計画'+

第9回 川島病院 市民公開講座
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BEST SHOT 今年の1枚   撮影・川島 周 理事長

-. 2018-2019年 資料編

特 集

表紙写真：3年前の阿波おどり開幕式にブルーインパルスが来
て、一糸乱れぬアクロバット飛行を行い大勢の観衆を魅了しま
した。この年の開幕式は藍場浜演舞場で行われ、大空に大輪の
華を描き開幕を祝いました。

「のばそう健康寿命」

（撮影／川内秀喜）

-' 主な行事

健康・福祉フェスタ ・  とくしまマラソン ・  阿波踊り ・ 慰安旅行
部活・サークル紹介  ・  BBQ

1

私たちの病院の理念 私たちの病院の基本方針

患者さんをはじめ、関係する方 と々の患者さんをはじめ、関係する方 と々の
　　　　　　　　　信頼関係を築きます。

病院経営の質の向上に努め、良質で
　効率的かつ組織的な医療を提供します。

地域社会の健康および福祉の増進に
　　　　　  貢献することを使命とします。

1

2

3

私私たたちちのの病病院院はは
1

2
3

4

5

患者さんや家族の方 と々の信頼関係に基づいた、
患者さんの立場に立った医療を提供します。
公正な医療の提供と医療の質の向上に努めます。
腎泌尿器疾患と糖尿病の診断と治療に総合的に
携わる病院として地域の皆様に信頼していただけ
るよう、日々 全力を傾注します。
患者さんに安心して医療を受けていただけるよう
な良質な医療環境医療体制を構築します。
地域社会の一員として、また社会的存在として行
動し、その責任を果たします。
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歯科医師
医 師

看護師

医療事務

看護助手

薬剤師

クラーク
診療放射線
技師

作業
療法士

理学
療法士

歯科
衛生士

管理
栄養士

臨床
工学技士

臨床
検査技師

「
コ
メ
デ
ィ
カ
ル(co-m

edical)

」と
は

医
師
・
歯
科
医
師
以
外
の
看
護
師
を

含
む
医
療
従
事
者
の
総
称
と
し
て
用

い
ら
れ
ま
す
。現
代
は
、医
療
の
高
度

化
・
複
雑
化
に
と
も
な
い
、以
前
は
医

師
の
み
が
行
っ
て
い
た
業
務
の
細
分

化
・
分
業
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。従
っ

て
、コ
メ
デ
ィ
カ
ル
に
は
、高
度
な
専
門

性
の
追
究
と
、日
々
の
自
己
研
鑽
を
重

ね
た
多
職
種
が
連
携
し
あ
い
、チ
ー
ム

医
療
を
実
現
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

1
9
8
2
年
の
第
１
回
糖
尿
病
患
者

教
育
担
当
者
セ
ミ
ナ
ー
の
講
演
に
お

い
て
、当
時
の
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学

長
が
患
者
教
育
に
は
医
師
の
み
な
ら

ず
全
て
の
関
係
ス
タ
ッ
フ
の
協
力
が

不
可
欠
と
し
て
、医
師
以
外
の
関
係
ス

タ
ッ
フ
を「
協
同
」を
意
味
す
る
接
頭

辞
の "co-" 

を
用
い
た「
コ・
メ
デ
ィ
カ

ル
」と
の
呼
称
の
使
用
を
提
唱
し
た
こ

と
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
コ・
メ
デ
ィ
カ
ル
」と
い
う
名
称
は
、後

に
定
着
す
る「
チ
ー
ム
医
療
」の
考
え

と
合
致
し
、日
本
の
医
療
業
界
に
広
く

受
け
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。

川
島
会
に
お
け
る
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
は
、

看
護
師
、薬
剤
師
、看
護
助
手
、歯
科

衛
生
士
、管
理
栄
養
士
、臨
床
検
査
技

師
、診
療
放
射
線
技
師
、理
学
療
法

士
、作
業
療
法
士
、臨
床
工
学
技
士
、

医
療
事
務
、ク
ラ
ー
ク
と
12
の
技
術
職

が
チ
ー
ム
医
療
を
担
っ
て
お
り
、

2
0
1
9
年
10
月
現
在
、
川
島
会
で

は
約
5
0
0
名
の
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
ス

タ
ッ
フ
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
を
活

か
し
な
が
ら
様
々
な
部
署
で
活
躍
し

て
い
ま
す
。

今
回
は
、川
島
会
で
働
く
特
に
元
気
な

コ
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
を
、ご
紹
介
い

た
し
ま
す
。理

学
療
法
士
／
宮
本 

智
彦
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大
き
く
分
け
る
と「
診
療
の
補
助
」と「
療
養

上
の
世
話
」に
な
り
ま
す
。

「
診
療
の
補
助
」で
は
、医
師
の
指
示
の
も
と

看
護
ケ
ア
を
行
い
、検
査
や
治
療
が
ス
ム
ー

ズ
に
行
え
る
よ
う
に
し
ま
す
。「
療
養
上
の
世

話
」は
、入
院
生
活
の
援
助
や
介
護
を
行
い

ま
す
。ま
た
、看
護
師
は
患
者
さ
ん
や
他
の
職

種
の
ス
タ
ッ
フ
か
ら
得
た
情
報
や
意
向
を
医

師
に
伝
え
、「
医
師
と
患
者
さ
ん
」「
他
の
職

種
と
医
師
」と
、チ
ー
ム
医
療
の
中
で
橋
渡
し

役
的
存
在
に
も
な
り
ま
す
。

１
病
棟
で
は
現
在
20
名
在
籍
。主
に
糖
尿
病

や
腎
泌
尿
器
疾
患
を
持
つ
患
者
さ
ん
の
看

護
ケ
ア
を
行
っ
て
い
ま
す
。

当
院
は
、透
析
を
導
入
す
る
患
者
さ
ん
が
多

く
、入
院
中
の
ケ
ア
だ
け
で
な
く
、血
液
透
析

患
者
さ
ん
の
シ
ャン
ト
の
管
理
や
腹
膜
透
析

患
者
さ
ん
の
バ
ッ
グ
交
換
手
技
等
、退
院
後

に
自
己
管
理
が
で
き
る
よ
う
に
指
導
し
て
い

ま
す
。手
術
も
年
間
1
2
0
0
件
以
上
と
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。患
者
さ
ん
が
、安
心
し
て

手
術
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
手
術
前
日
に

説
明
を
行
い
、術
後
は
痛
み
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
や
合
併
症
の
予
防
に
努
め
て
い
ま
す
。

好
奇
心
旺
盛
で
、色
ん
な
こ
と
に
興
味
を
持

ち
、す
ぐ
熱
く
な
る
タイ
プ
。特
に
音
楽
は
昔

か
ら
好
き
で
、好
み
の
ア
ー
ティ
ス
ト
や
楽

曲
を
見
つ
け
た
時
は
テ
ン
シ
ョン
が
上
が
り

ま
す
。

い
つ
も
心
が
け
て
い
る
こ
と
が
２
つ
。１
つ
目

は
、人
に
は
な
る
べ
く
明
る
く
笑
顔
で
接
す

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。看
護
師
が
笑
顔
だ

と
患
者
さ
ん
も
少
し
は
明
る
い
気
持
ち
に

な
れ
る
と
思
う
の
で
。2
つ
目
は
、自
分
が

得
た
知
識
や
経
験
を
後
輩
達
に
わ
か
り
や

す
く
伝
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。特
に
救

急
対
応
に
力
を
入
れ
て
い
て
、説
明
し
な
が

ら
自
分
自
身
も
み
ん
な
と一緒
に
成
長
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

病
棟
業
務
で
お
世
話
に
な
っ

て
い
ま
す
。患
者
さ
ん
の
少
し

の
変
化
も
見
逃
さ
な
い
観
察

力
は
、一
緒
に
仕
事
を
し
て
い

て
大
変
頼
も
し
い
で
す
。

検
査
や
治
療
を
ス
ム
ー
ズ
に

チ
ー
ム
医
療
の
橋
渡
し
役
的
存
在

入院患者の身の回りの世話や介助から
看護師のサポートまで 看

護
師
と
は

川
島
病
院
で
は

シ
ー
ツ
交
換
な
ど
の
環
境
整
備
、

食
事
の
配
膳
、食
事
介
助
、排
せ

つ
介
助（
お
む
つ
交
換
）、透
析
室

へ
の
送
迎
、入
浴
介
助
、各
種
検

査
の
付
き
添
い
な
ど
患
者
さ
ん
の

身
の
回
り
の
援
助
が
主
な
役
割

業
務
で
す
。

総
勢
78
名
。病
棟
、外
来
、透
析

室
、手
術
室
に
お
い
て
、生
活
環
境

に
か
か
わ
る
業
務
と
し
て
、病
床

周
辺
の
清
潔
整
頓
、リ
ネ
ン
類
の

管
理
、入
退
院
の
準
備
。日
常
生

活
に
関
わ
る
業
務
と
し
て
、入
浴
、

清
拭
、排
せ
つ
、更
衣
、体
位
交
換

お
よ
び
、移
動
の
介
助
、診
療
に

関
わ
る
業
務
と
し
て
検
査
の
付
き

添
い
、透
析
の
送
迎
を
行
っ
て
い

ま
す
。 看

護
助
手
と
は

川
島
病
院
で
は

森浦弥生
1996 年入職

診療部長

西谷 真明先生

ド
ク
タ
ー
か
ら
の
一
言

8:3013:00

歯科医師
医 師

看護師

歯科医師
医 師

看護助手の1日

8:30

入職してあっという間に5年間が経ちました。毎
日が充実し、楽しくやりがいのある仕事です。休
日の私は、家族のために料理をしたり、愛娘と
ショッピングに出かけたり、時にはかわいいかわ
いい4人の孫たちと遊んでいます。
今後の展望として、川島病院の看護助手が1人1
人、その人の良いところが出ている病棟作りが出
来たらと思います。みんなで力を合わせて患者さ
んの気持ちに寄り添い介護、介助をしていきたい
と思います。

勤めて約7年になります。超高
齢社会の中で介護職という仕
事にやりがいを感じています。
相手の立場に立ち親身にお世
話をさせてもらうことに誇りを
もって仕事しています。これか
らも笑顔を絶やさず患者さん
と向き合い接していきたいと思
います。

大代 美琴
2014 年入職

看護部長

大下千鶴

矢勢 正博
2012 年入職

One Day
Schedule

・申し送り・透析送迎

9:00
・入浴介助

10:50
・昼休憩(1時間)

12:00
・配膳、食事介助、おむつ交換、透析送迎

15:00
・おむつ交換、ゴミ捨て、環境整備

17:00
・翌日の透析患者さんの準備、申し送り

・夜勤者から日勤者へ申し送り
・日勤者は、受け持ち
  患者さんの情報を収集
・配薬や注射の準備
・病室の環境整備

9:0012:00

看護師の1日

One Day
Schedule

・交代で食事休憩
食後は、おしゃべりし
ながらお菓子を食べ、
気分をリフレッシュ

・受け持ち患者さんの病室を
ラウンド、検温や状態の観
察を行い、コミュニケーショ
ンを図る
・注射や点滴の実施、配薬
・状態に応じて、処置や清拭
や洗髪など
・検査や手術予定患者さんの
ケアや入院患者さんの対応

・受け持ち患者さんの状
態をリーダーに報告

・ラウンドで、
残された処置等

16:00

・リーダーから夜勤者へ、
患者情報を申し送り

16:30

1病棟看護助手のリーダー的
存在。今年度より看護助手主
任として活躍し、責任感があり
頼れるパートナーです。

看護助手

看護師からの信頼があり、
何時も気持ちのいい返事が
返ってきます。誰に対しても
まじめな態度で接してくれ
ています。

看護部長

大下千鶴
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医
事
課
で
は
、保
険
制
度
で
定
め
ら
れ
た
診

療
報
酬
の
点
数
を
も
と
に
患
者
さ
ん
が
加

入
し
て
い
る
保
険
や
公
費
に
あ
わ
せ
て
、患

者
さ
ん
への
自
己
負
担
の
請
求
や
保
険
者
へ

の
レ
セ
プ
ト
請
求
を
す
る
こ
と
が
主
な
業
務

で
す
。患
者
さ
ん
が
受
け
ら
れ
た
診
察
や
治

療
に
対
し
、診
療
報
酬
の
正
確
な
算
定
を
行

う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の
で
、多
く
の
知
識

や
経
験
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

医
療
費
が
高
額
に
な
る
場
合
に
は「
高
額
療

養
費
制
度
」、こ
れ
か
ら
透
析
を
開
始
す
る

患
者
さ
ん
に
は「
特
定
疾
病
療
養
受
領
証
」

や
各
種
公
費
な
ど
、患
者
さ
ん
の
自
己
負
担

を
で
き
る
だ
け
少
な
く
受
診
い
た
だ
け
る
よ

う
に
手
続
き
方
法
を
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

医
師
及
び
看
護
師
や
薬
剤
師
な
ど
が
お
こ

な
っ
た
医
療
行
為
を
カ
ル
テ
か
ら
把
握
し
、

適
切
に
算
定
し
て
い
ま
す
。医
療
行
為
に
対

し
て
不
明
点
が
あ
っ
た
場
合
は
、随
時
問
い

合
わ
せ
を
行
う
な
ど
常
に
各
職
種
と
連
携

し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。ま
た
各
ク
リ
ニ
ッ

ク
で
は
、受
付
対
応
や
電
話
対
応
も
あ
わ
せ

て
行
っ
て
い
ま
す
。

川
島
病
院 

医
科
１４
名
、歯
科
２
名
。各
ク
リ

ニ
ッ
ク（
６
施
設
）に
は
２
名
か
ら
５
名
を
配

置
し
総
勢
３５
名（
派
遣
含
む
）の
職
員
体
制

で
す
。 受

付・会
計
業
務
や
保
険
者
への
レ
セ
プ
ト
請
求

医
療
事
務
と
は

川
島
病
院
で
は

外来事務でお世話になっています。物
腰が柔らかく優しい印象ですが、前向
きで熱いハートも持つナイスガイです。

医療事務薬剤師

小林 圭太
川島病院勤務
外来会計担当
2016 年入職

患
者
さ
ん
に
適
し
た
薬
物
療
法
が
行
わ
れ

る
よ
う
に
、医
師
や
看
護
師
を
は
じ
め
と
す

る
多
く
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
と
連
携
し
、次
の

よ
う
な
こ
と
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
処
方
せ
ん
に
基
づ
く
調
剤

●
薬
の
飲
み
合
わ
せ
の
確
認

●
薬
の
適
切
な
使
い
方
の
指
導

●
注
射
薬
の
払
い
出
し

●
高
カ
ロ
リ
ー
輸
液
の
調
製

●
抗
が
ん
剤
の
調
製

●
薬
の
情
報
収
集
、管
理

●
薬
の
在
庫
、品
質
管
理

薬
剤
師
は
、お
薬
に
関
し
て
新
し
い
知
識
や

技
術
を
学
び
、患
者
さ
ん
に
効
果
的
か
つ
安

心
し
て
お
薬
を
使
用
し
て
頂
け
る
よ
う
よ
う

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

12
名
の
薬
剤
師
が
勤
務
し
て
い
ま
す
。当
院

で
は
慢
性
腎
臓
病
の
患
者
さ
ん
を
多
く
診

療
し
て
い
ま
す
が
、そ
の
患
者
さ
ん
ご
と
に
、

特
に
腎
臓
の
機
能
低
下
に
応
じ
て
お
薬
の
調

整
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。患
者
さ
ん
そ

れ
ぞ
れ
の
腎
機
能
の
検
査
値
や
状
態
を
見

な
が
ら
、そ
の
患
者
さ
ん
に
適
し
た
お
薬
が

使
用
さ
れ
て
い
る
か
確
認
を
し
て
い
ま
す
。

薬
剤
師
と
は

川
島
病
院
で
は

管
理
栄
養
士
と
は

川
島
病
院
で
は

7:35

診療部長

西谷 真明先生診療部長  西谷 真明先生

入院事務でお世話になっています。い
ろいろなお願いに、いつも軽いフット
ワークで対応いただいて大変ありがた
く思っています。

成尾しのぶ
川島病院勤務
入院会計担当
2017 年入職

入
職

3
年
目
で
す

が
、薬
剤
部
業
務
目

標
の
責
任
者
と
し

て
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。明

る
く
、穏
や
か
で
、

患
者
さ
ん
に
も
や

さ
し
く
丁
寧
に
指

導
し
て
い
ま
す
。

山口 誠美
2017 年入職川島病院 院長 西内 健先生

●
入
院
食
の
給
食
管
理　

●
入
院
患
者
さ
ん
の
栄
養
管
理

●
入
院・外
来
で
の
栄
養
指
導

管
理
栄
養
士
の
仕
事
は
、病
気
の

治
療
、再
発
防
止
、合
併
症
の
予

防
を
目
指
し
、患
者
さ
ん一人
ひ

と
り
の
病
状
に
合
わ
せ
た
、食
事

提
供
や
栄
養
指
導
を
通
し
て
栄

養
管
理
を
行
う
こ
と
で
す
。ま

た
、栄
養
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
で
は

医
療
チ
ー
ム
の一員
と
し
て
医
師

や
看
護
師
な
ど
他
職
種
と
協
力

し
、管
理
栄
養
士
の
立
場
か
ら
患

者
さ
ん
個
々
の
栄
養
状
態
に
応

じ
た
提
案
を
行
っ
て
い
ま
す

8
名
の
管
理
栄
養
士
が
入
院・

外
来
患
者
さ
ん
を
対
象
に
、食

事
管
理
、個
別
栄
養
指
導
、集
団

栄
養
指
導（
糖
尿
病
教
室
、じ
ん

ぞ
う
教
室
、心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョン
で
の
ミ
ニ
レ
ク
チ
ャ
ー
）を

行
い
、治
療・療
養
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
ま
す
。

ド
ク
タ
ー
か
ら
の
一
言

ド
ク
タ
ー
か
ら
の
一
言

一
般
社
団
法
人 

日
本
病

院
薬
剤
師
会
が
開
催
し
て

い
る
日
病
薬
病
院
薬
学
認

定
薬
剤
師
制
度
の
認
定
資

格
取
得
に
向
け
て
、学
会・

講
演
会・研
修
会
に
参
加

し
、知
識
を
身
に
付
け
て

い
ま
す
。得
た
知
識
を
活

か
し
、患
者
さ
ん
に
安
心

し
て
薬
物
治
療
を
受
け
て

頂
け
る
よ
う
な
服
薬
指
導

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

病
気
の
治
療
で
大

切
な
食
事
療
法
に

つ
い
て
、管
理
栄
養

士
の
視
点
か
ら
適

切
な
指
導
と
ア
ド

バ
イ
ス
を
し
て
い
た

だ
き
、感
謝
し
て
い

ま
す
。

木村 浩徳
2016 年入職

食
を
通
し
て
患
者
さ
ん
と

関
わ
ら
せ
て
頂
く
中
で
、

管
理
栄
養
士
と
し
て
病
状

や
個
々
の
食
生
活
に
合
っ

た
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
な
う

よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。

今
後
、栄
養
指
導
を
行
う

上
で
、患
者
さ
ん
が
よ
り

実
行
し
や
す
い
方
法
は
な

い
か
探
求
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

医療事務の
早出勤務者の１日

One Day
Schedule

出勤
7:4 5

受付内レジの準備
受付のシャッターを開ける

7:508:00

11:30

12:30前日のオーダー一覧を印刷
前日の透析患者人数を入力

窓口・電話・来客対応、会計入力
更生医療意見書下書き準備
各種診断書の処理

昼食・休憩
15:30

介護主治医意見書
下書き準備

16:00
郵便物の確認・処理
（スキャナー）

16:30
退勤

会計入力の内容、チェック・直し

1年ほど前に他部署から医事課
へ異動してきましたので医療事
務に関する知識も浅く、周りの先
輩方のフォローに助けられること
も多々あります。まだまだ勉強の
毎日ですが、気がつけば後輩もで
き、任される仕事も増え、身の引
き締まる思いをしております。
知識を向上させるのはもちろんのこと、今後は広い
視野を持ち、他部署とも連携を取りながらチーム医
療に携わっていきたいです。

入院事務に配属されて２年になりま
す。最初は右も左も分からない中で大
変でしたが、最近は患者さんとお話し
できる事が楽しみになっています。患者
さんとのコミュニケーションの中で学
ぶ事もあり、とてもいい経験をさせてい
ただいております。患者さんの中には保
険等の手続きを難しくとらえてしまわ
れる事もあり、不安に思われる方々もいらっしゃいます。
少しでも患者さんの不安や疑問に答えられる様にしてお
りますのでいつでもお声かけいただければと思います。

医療事務

歯科医師
医 師

歯科医師
医 師

歯科医師
医 師

8:30

13:00

13:30

14 :30

病棟業務

病棟カンファレンス

昼食

病棟業務

One Day
Schedule
薬剤師の1日

管理栄養士の1日

17:00
退勤

16:30
検食

16:00
入院患者の
食事変更業務

14 :30
入院食の献立会議

13:00
外来栄養指導

11:30
検食

8:15
出勤

9:00
川島透析クリニック
での栄養指導

薬剤師

管理
栄養士

糖尿病内科 部長 小松 まち子先生
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診療が円滑に行えるようサポートする
「縁の下の力持ち」

ク
ラ
ー
ク（
医
師
事
務
作
業
補
助
を
含

む
）は
医
師
や
コ
メ
ディ
カ
ル
が
行
う
さ

ま
ざ
ま
な
作
業
を
補
助
す
る
仕
事
で
す
。

診
察
時
の
電
子
カ
ル
テ
代
行
入
力
、診

断
書
作
成
の
補
助
、窓
口
･
受
付
業
務
、

看
護
業
務
の
補
助
、物
品
運
搬
業
務
な

ど
病
院
ご
と
に
異
な
り
ま
す
。日
々
た
く

さ
ん
の
患
者
さ
ん
を
診
察
す
る
医
師
や

コ
メ
ディ
カ
ル
の
業
務
が
円
滑
に
行
え
る

よ
う
様
々
な
面
か
ら
補
助
す
る
縁
の
下

の
力
持
ち
的
な
存
在
で
す
。

川
島
会
で
は
、ク
ラ
ー
ク
が
57
名
在
籍
し

て
お
り
、受
付・外
来・病
棟・透
析
室・

薬
局・検
査
室・放
射
線
科・リ
ハ
ビ
リ

室
に
配
属
さ
れ
、各
部
署
に
よ
り
業
務

内
容
が
異
な
り
ま
す
。例
え
ば
受
付
ク

ラ
ー
ク
は
新
患・再
来
患
者
さ
ん
の
受

付
や
電
話
対
応
を
、外
来
ク
ラ
ー
ク
は

外
来
診
察
時
の
電
子
カ
ル
テ
の
代
行
入

力
を
、病
棟
ク
ラ
ー
ク
は
病
棟
回
診
で
の

代
行
入
力
等
を
メ
イ
ン
の
業
務
と
し
て

い
ま
す
。様
々
な
部
署
に
配
属
さ
れ
て
い

る
ク
ラ
ー
ク
で
す
が
、医
師
や
コ
メ
ディ

カ
ル
が
円
滑
に
業
務
を
遂
行
で
き
る
よ

う
、多
様
な
業
務
を
担
っ
て
い
ま
す
。

ク
ラ
ー
ク
と
い
う
職
種
を
お
い
て
い
な
い

病
院
も
多
い
中
、当
院
で
は
県
内
で
も
早

く
か
ら
ク
ラ
ー
ク
の
導
入
を
開
始
し
ま

し
た
。現
在
で
は
各
部
署
に
と
っ
て
無
く

て
は
な
ら
な
い
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ク
ラ
ー
ク
と
は

川
島
病
院
で
は

歯科医師
医 師

クラーク

ま
だ
入
職
し
て
2
年
に
も
な
り
ま

せ
ん
が
、循
環
器
外
来
の
ク
ラ
ー
ク

と
し
て
し
っ
か
り
と
医
師
補
助
業

務
が
で
き
て
い
ま
す
。患
者
さ
ん
へ

の
対
応
も
良
く
、今
後
ま
す
ま
す
の

成
長
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 藤本静菜

2017 年入職

私
は
入
職
し
て
も
う
す
ぐ
2
年
に
な
り
ま
す
。医

療
関
係
の
仕
事
に
就
く
の
は
初
め
て
で
最
初
は
不

安
だ
ら
け
で
し
た
が
、先
輩
ク
ラ
ー
ク
の
指
導
を

受
け
な
が
ら
日
々
勉
強
す
る
こ
と
で
現
在
も
不
安

な
く
業
務
を
行
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
診
療
科
に
外
来
ク
ラ
ー
ク
が
配
属
さ

れ
て
お
り
、私
は
循
環
器
内
科
を
担
当
し
て
い
ま

す
。当
科
は
循
環
器
領
域
全
般（
虚
血
性
心
疾
患
、

不
整
脈
、弁
膜
症
、末
梢
動
脈
疾
患
、静
脈
系
疾

患
）を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

主
に
診
察
時
の
電
子
カ
ル
テ
代
行
入
力
や
診
察・

入
院
予
約
、診
断
書
作
成
の
補
助
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。そ
の
他
に
も
患
者
さ
ん
に
対
し
て
検
査

や
入
院
の
説
明
も
行
い
ま
す
。そ
の
際
は
不
安
な

思
い
や
心
配
を
抱
え
て
い
る
患
者
さ
ん
に
対
し
て

丁
寧
な
説
明
や
声
掛
け
を
心
が
け
て
い
ま
す
。患

者
さ
ん
か
ら
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
け
た
時
や
医

師
の
サ
ポ
ー
ト
が
円
滑
に
行
え
、待
ち
時
間
な
く

患
者
さ
ま
を
ご
案
内
で
き
た
時
に
は
す
ご
く
や
り

が
い
を
感
じ
ま
す
。今
後
は
更
な
る
医
療
知
識
の

向
上
を
図
り
、医
師
の
事
務
的
作
業
の
負
担
軽
減

に
努
め
ま
す
。

ド
ク
タ
ー
か
ら
の
一
言

クラーク業務立ち上げの時期より体制づくりに貢献した
ベテランクラークです。外来クラークのリーダーとして、後
輩クラークの指導・アドバイス役をこなしています。私の
診療サポートお願いすることが多く、たくさんの患者さん
の診療に加え、数多くの書類作成も効率よくでき大変助
かっています。川島会でのクラーク部門は大きな組織と
なり、その重要性はますます大きくなると考えます。診療
業務の充実のため、医療知識ならびに接遇
の向上に心がけていただきたいと思います。

透析室クラークは回診時カルテの作成はもちろんのこと、文書作
成やその他の事務業務を、多岐に渡り担当してくださっています。
クラークが担う仕事内容は非常に幅広く、命を預かる医療の現場
において様々な業務をこなすことは決して容易なことではありま
せんが、桃井さんは私を含め多くのスタッフから頼られる存在で
す。また、医療スタッフの負担軽減、診察や治療に専念できる環境
作りなど、医療の質の向上にも大きく貢献していただい
ており、今後のさらなる活躍を期待しております。

森本 麻友美
（外来クラークリーダー）

2003 年入職

川島会 理事長 水口 潤先生

私は入職して17年目になります。当初
はクラークという部門はありませんで
したが、医師の事務作業をサポートす
る体制をつくり始めました。医療知識
の乏しい私でしたが、たくさんの医療
スタッフによる丁寧な指導により、でき
る事務作業が徐々に増えていきまし
た。現在では、家庭と仕事の両立を頑
張るママさんクラークも多く活躍する
大所帯となり、みんなでフォローし合いながら頑張ってい
ます。
カルテも紙カルテから電子カルテへと移行し、クラークの
業務内容はさらに拡大していきました。求められる業務
は部署・診療科によって異なり、各々にクラークを育成す
る必要があります。新たな診療科の業務に挑戦しつつ、幅
広い業務をこなすことは、決して容易なことではありませ
んが、チーム医療の一員として頼りにされていると、日々
強く実感しています。私は、医師・患者さん・周りの方々か
らすぐに声を掛けて頂けて、頼みやすい存在でいられるよ
うに、いつも笑顔で対応するように心がけています。

私は派遣で4年、正職員で2年、計6年間透
析室に勤務しています。約10年前に医師事
務作業補助者として医療の現場に入りまし
た。病院によってクラーク業務が異なり、戸
惑う場面もありましたが、良い経験になりま
した。
様々な病院での経験を培いたく、派遣とい
う雇用形態で勤務を継続していましたが、
患者さん・医師・スタッフとコミュニケーショ
ンをとりながら仕事をしていくうちにチーム医療の一員として
川島病院で勤務を継続したいと思うようになり、職員採用試験
を受けました。
正職員になり、より一層の責任感を持ち業務に取り組んでいま
す。特に医師やコメディカルがそれぞれの業務を円滑に遂行で
きるよう助け合い・情報の共有等を心がけています。
患者さんとは、透析前の体重測定時に自宅での状況変化等の
報告をしてくれるようになり、どんなことでも気軽に話せるよう
常に患者さんに寄り添う姿勢を意識して対応しています。
今後は更なる医療知識の向上を図り、透析室全体の業務がス
ムーズに行えるよう努力します。

桃井 久美子
（透析室クラーク)
2017 年入職

外来クラークの1日

One Day
Schedule

8:30

腎臓内科 医長 井上 朋子先生

申し送り
(本日の診察や検査などについて)

9:00
診察前準備

9:30
外来診察12:00

昼休憩
13:00
診察前準備

14 :00
外来診察

17:00
業務終了

川島病院 院長

西内 健先生
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ケ
ガ
や
病
気
な
ど
で
身
体
に
障

害
の
あ
る
人
や
障
害
の
発
生
が

予
測
さ
れ
る
人
に
対
し
て
、基

本
動
作
能
力（
座
る
、立
つ
、歩

く
な
ど
）の
回
復
や
維
持
、お
よ

び
障
害
の
悪
化
の
予
防
を
目
的

に
、運
動
療
法
や
物
理
療
法

（
温
熱
、電
気
等
の
物
理
的
手

段
を
治
療
目
的
に
利
用
す
る
も

の
）な
ど
を
用
い
て
、自
立
し
た

日
常
生
活
が
送
れ
る
よ
う
支
援

す
る
医
学
的
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョン
の
専
門
職
で
す
。

関
節
可
動
域
の
拡
大
、筋
力
強

化
、麻
痺
の
回
復
、痛
み
の
軽
減

な
ど
運
動
機
能
に
直
接
働
き
か

け
る
治
療
法
か
ら
、動
作
練

習
、歩
行
練
習
な
ど
の
能
力
向

上
を
目
指
す
治
療
法
ま
で
、動

作
改
善
に
必
要
な
技
術
を
用
い

て
、日
常
生
活
の
自
立
を
目
指

し
ま
す
。

対
象
者
の「
作
業
」に
焦
点
を

当
て
た
治
療・支
援
を
得
意
と

し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
の
作
業
と
は
、食
事
や

着
替
え
な
ど
の
セ
ル
フ
ケ
ア
、

家
事
や
仕
事
、余
暇
活
動
な
ど

日
常
生
活
に
関
わ
る
す
べ
て
の

諸
活
動
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。

怪
我
や
病
気
な
ど
、何
ら
か
の

理
由
で
作
業
が
う
ま
く
い
か
な

く
な
っ
た
時
、作
業
療
法
士
は

様
々
な
方
法
で
対
象
者
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。ま
た
、

身
体
だ
け
で
な
く
精
神
面
に
対

し
て
も
作
業
を
用
い
て
ア
プ

ロ
ー
チ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象
者
が
自
分
ら
し
く
生
き

生
き
と
し
た
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
、様
々
な

作
業
を
通
し
て
心
と
体
を
支

え
て
い
き
ま
す
。

今
回
日
本
理
学

療
法
士
協
会
認

定
理
学
療
法
士

（
代
謝
）を
取
得

す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。学
ん
だ
こ
と
を
し
っ
か
り
臨
床
に
活
か

し
て
、さ
ら
に
は
循
環
器
分
野
の
認
定
資
格
取

得
を
目
指
し
、質
の
高
い
内

部
障
害
リ
ハ
ビ
リ
を
実
践
で

き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

現
在
7
名
の
理
学
療
法
士
が
入
院・外
来

患
者
さ
ん
を
対
象
に
、運
動
指
導
、個
別
理

学
療
法
、心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の

集
団
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
5
月
か

ら
新
た
に
介
護
保
険
に
よ
る
短
時
間
通
所

リ
ハ
ビ
リ
を
開
始
し
ま
し
た
。

リ
ハ
ビ
リ
室
の
ム
ー
ド
メ
ー

カ
ー
で
も
あ
り
、ス
タ
ッ
フ

か
ら
も
患
者
さ
ん
か
ら
も
信

頼
厚
く
、頼
も
し
い
存
在
で

す
。仕
事
も
研
究
も
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

当
院
で
初
め
て
の
作
業
療
法
士

で
す
。丁
寧
に
患
者
さ
ん
に
接

し
て
い
る
頑
張
り
屋
さ
ん
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

臨床工学技士

日
常
生
活
の
基
本
動
作
の
改
善
を
目
指
す「
動
作
の
専
門
家
」

医
療
機
器
の
スペシャ
リ
ス
ト

作
業（
＝
活
動
）を
通
し
て
心
と
体
の
リハビ
リ
を
行
う
専
門
家

理
学
療
法
士
と
は

川
島
病
院
で
は

作
業
療
法
士
と
は

現
在
1
名
の
作
業
療
法
士
が
入
院
外
来
患

者
さ
ん
を
対
象
に
、応
用
的
な
作
業
や
活
動

を
通
し
て
身
体
と
心
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。例
え
ば
理
学
療
法
で

獲
得
し
た
立
ち
上
が
り
の
動
作
を
さ
ら
に一

歩
進
め
て
、ト
イ
レ
の
動
作
や
着
替
え
の
動

作
な
ど
、日
常
生
活
に
必
要
な
動
作
へと
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。

川
島
病
院
で
は

歯科医師
医 師

臨
床
工
学
技
士
は
、臨
床
工
学

技
士
法
に
基
づ
く
国
家
資
格
で

あ
り
、医
師
の
指
示
の
下
に
生
命

維
持
管
理
装
置
の
操
作
及
び
保

守
点
検
を
行
う
こ
と
を
業
務
と

し
て
い
る
医
療
機
器
の
専
門
家

で
す
。

医
師
や
看
護
師
、他
の
医
療
関

係
者
と
連
携
し
、チ
ー
ム
医
療
の

一員
と
し
て
患
者
さ
ん
に
良
質
で

安
全
な
医
療
技
術
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

臨
床
工
学
の
技
術
と
知
識
を
人

間
性
豊
か
に
提
供
す
る
こ
と
で
、

医
療
に
貢
献
す
る
と
い
う
基
本

理
念
の
も
と
、現
在
70
名（
サ
テ

ラ
イ
ト
施
設
含
む
）の
臨
床
工
学

技
士
が
血
液
透
析
業
務
を
中
心

に
、ア
フ
ェ
レ
シ
ス・手
術
室
業

務・心
血
管
カ
テ
ー
テ
ル
業
務・

水
質
管
理・M
E 

機
器
管
理・

臨
床
治
験
、研
究
業
務
等
に
携

わ
っ
て
い
ま
す
。

臨
床
工
学
技
士
と
は

川
島
病
院
で
は

作業療法士

歯科医師
医 師

臨床工学技士の一日

One Day
Schedule

どんな場面でも柔軟に冷静に
対処できる能力があり、自己研
鑽にも努めており、今後の飛
躍を期待しています。

臨床工学部 部長 田尾 知浩臨床工学部 部長 田尾 知浩

県内外の病院での経験も含め、
臨床工学技士として携わり15
年目を迎えました。血液浄化業
務と同様に循環器業務の方面
からも、微力ではありますが、こ
れからも貢献していきたいと
思っております。

人間性豊かで専門的な知識も
高く、努力を惜しまず業務に励
んでいます。今後の活躍が楽し
みな人材です。

長野 圭吾
2017 年入職

臨床工学技士として働き始めて
6年目を迎えました。平成28年
3月に大学院を修了し、研究に
携わってきました。これからは、
川島病院や川島透析クリニック
を研究の方面からも益々盛り上
げていきたいと思います。

理学
療法士

作業
療法士

8:30
朝のミーティング

外来、入院リハビリ患者に
関する内容をチェック。

9:00
入院外来患者さん
のリハビリ

再び入院
リハビリを実施。

8:3013:00

15:00

17:00 10:00
入院リハビリ・短時間
通所リハビリを実施。

12:00
昼食・休憩

朝のミーティング
外来、入院リハビリ患者に
関する内容、短時間通所
リハビリ(送迎含む)に関
する1日の流れをチェック。

理学療法士

作業療法士の一日

理学療法士の一日

理学
療法士

11:00
昼食・休憩

12:00
入院患者さんの
食事動作のチェック

13:00
病棟スタッフと
リハビリ

カンファレンス

13:30
入院患者さんの
リハビリ

カルテ入力や
書類作成をして
業務終了

17:00

短時間通所リハビ
リにおける担当ケ
アマネとの調整、送
迎に関する調整な
どを実施。

介護保険資料な
どを整理をして業
務終了

玉谷高広
2014 年入職

2
0
1
8
年
8

月
よ
り
、川
島
病

院
で
初
め
て
の
作

業
療
法
士
と
し
て

勤
務
し
て
い
ま

す
。透
析
患
者
さ
ん
は
、様
々
な
疾
患
を
合
併
さ

れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、患
者
さ
ん
1
人
1

人
に
応
じ
た
関
わ
り
を
持
つ

こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

登井麻絵
2018 年入職

7:30
出勤

8:30
カテスタッフミーティング

9:00
カテーテル検査
治療開始

12:00
昼食

16:00
業務終了

循環器内科 部長

高森 信行先生

循環器内科 部長

高森 信行先生
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相坂 佳彦
2011 年入職



臨床検査技師
診療放射線技師

私が川島病院に就職して初めて
のシャントPTAの時、一緒に就
いてくれた技師さんが平松君で
した。非常に気のきく技師さん
という印象をもちました。そして
それは今も同じです。

ドクターからの一言

検
査
や
治
療
の
た
め
に
X
線
や
そ
の

他
の
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
放
射
線
な
ど
を

扱
う
医
療
技
術
者
で
、医
師
、歯
科

医
師
以
外
で
人
体
に
放
射
線
を
照
射

す
る
こ
と
の
で
き
る
唯
一の
技
術
資

格
で
す
。「
レ
ン
ト
ゲ
ン
技
師
」と
か

「
Ⅹ
線
技
師
」と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、正
確
に
は『
診
療
放
射
線

技
師
』と
い
い
ま
す
。放
射
線
技
師
の

扱
う一番
身
近
な
装
置
は
、レ
ン
ト
ゲ

ン
博
士
が
発
明
し
た
X
線
装
置
で
す

が
、C
T
・血
管
造
影
・
R
I
検
査

（
放
射
性
医
薬
品
を
体
内
に
入
れ
て

撮
影
）、ま
た
、放
射
線
を
使
わ
な
い

M
R
I
検
査・超
音
波
検
査
も
行
っ

て
い
ま
す
。

一般
X
線
撮
影
、回
診
X
線
撮
影
、X

線
T
V
検
査
、血
管
造
影
検
査
、

C
T
検
査
、M
R
I
検
査
、骨
密
度

測
定
検
査
、オ
ペ
室
透
視
、結
石
破

砕
の
画
像
検
査
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

現
在
技
師
数
は
11
人
で
、分
担
し
て

業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

診
療
放
射
線
技
師
と
は

川
島
病
院
で
は

病
気
の
診
断
や
治
療
を
目
的
と
し
て
、医
師

の
指
示
の
下
で
各
種
検
査
を
行
う
仕
事
で

す
。臨
床
検
査
を
す
れ
ば
、患
者
さ
ん
が
症

状
を
自
覚
す
る
前
に
異
常
を
と
ら
え
る
こ

と
も
あ
り
、病
気
の
早
期
発
見
、早
期
治
療

に
つ
な
が
り
ま
す
。医
師
は
検
査
に
よ
っ
て

得
た
情
報
を
も
と
に
患
者
さ
ん
を
診
断
す

る
た
め
、臨
床
検
査
は
診
療
に
お
い
て
非
常

に
重
要
な
も
の
と
な
り
ま
す
。検
査
結
果
を

医
師
に
正
し
く
伝
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、診

断
や
治
療
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

現
在
、臨
床
検
査
技
師
は
13
名
で
す
。

大
き
く
分
け
、「
検
体
検
査
」と「
生
理
機
能

検
査
」の
2
種
類
に
わ
か
れ
て
お
り
、ま
た

検
査
室
に
隣
接
す
る
採
血
室
で
は
外
来
採

血
も
行
っ
て
い
ま
す
。「
検
体
検
査
」と
は
、

尿
や
便・血
液・細
胞・喀
痰
か
ら
値
や
形

態
に
異
常
が
あ
る
の
か
ど
う
か
検
査
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。内
容
と
し
て
は
一
般
検

査（
尿
検
査
）、生
化
学
検
査（
血
液
検
査
）、

血
液
検
査（
血
液
検
査
）、免
疫
検
査（
血
液

検
査
）、輸
血
検
査（
血
液
検
査
）、病
理
検

査
が
主
に
な
り
ま
す
。「
生
理
機
能
検
査
」と

は
検
査
担
当
者
が
患
者
さ
ん
に
直
接
接
し

て
行
う
検
査
で
、循
環
器
に
関
す
る
も
の

（
心
電
図・心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
検
査
）神
経

系
に
関
す
る
も
の（
脳
波・神
経
伝
導
速
度
）

呼
吸
器
に
関
す
る
も
の（
肺
活
量
）超
音
波

を
使
用
す
る
も
の（
心
エ
コ
ー
・
腹
部
エ

コ
ー・頸
動
脈
エ
コ
ー・下
肢
静
脈
エ
コ
ー・

シ
ャン
ト
エ
コ
ー
）な
ど
が
あ
り
ま
す
。

臨
床
検
査
技
師
と
は

川
島
病
院
で
は

平松康平
2017 年入職

歯科医師
医 師

歯科医師
医 師

理学
療法士

検
体
検
査
か
ら
腎
生
検
ま

で
、幅
広
い
専
門
知
識
と

技
術
を
持
っ
た
臨
床
検
査

技
師
で
す
。検
査
室
は
学

会
参
加
、発
表
に
も
非
常

に
積
極
的
で
レ
ベ
ル
も
高

く
、池
田
さ
ん
も
積
極
的

に
行
な
っ
て
い
ま
す
。こ
れ

か
ら
も
活
躍
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

池田 ゆか
2018 年入職

腎臓内科 島 久登先生

検
査
室
で
は
主
に
検
体
検
査
を

担
当
し
て
い
ま
す
。中
で
も
尿
沈

渣
検
査
を
行
う
こ
と
が
多
く
、最

近
で
は
腎
生
検
に
関
す
る
業
務

も
行
っ
て
い
ま
す
。腎
生
検
業
務

で
は
手
術
室
に
出
向
き
、標
本
を

作
成
し
た
後
、検
査
室
に
て
薄

切
、染
色
、撮
影
を
行
い
ま
す
。尿

沈
渣
検
査
と
腎
生
検
業
務
に
携

わ
る
こ
と
で
、腎
疾
患
の
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
か
ら
診
断
に
至
る

ま
で
の
過
程
に
関
わ
る
こ
と
が

で
き
、や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま

す
。今
後
は
研
究
、学
会
発
表
を

積
極
的
に
行
い
、得
ら
れ
た
知
識

を
日
々
の
業
務
に
生
か
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

岡
山
生
ま
れ
岡
山
育
ち
で
大
学
も
岡
山
で
生
粋
の

岡
山
県
人
で
し
た
が
、縁
あ
っ
て
2
年
前
に
瀬
戸

大
橋
を
越
え
徳
島
へや
っ
て
き
ま
し
た
。最
初
は
慣

れ
な
い
土
地
で
不
安
だ
ら
け
で
し
た
が
、徳
島
の
方

は
あ
た
た
か
く
す
ぐ
に
生
活
に
も
慣
れ
ま
し
た
。職

場
に
お
い
て
も
、働
き
始
め
は
不
安
い
っ
ぱ
い
で
し

た
が
先
輩
方
が
優
し
い
言
葉
を
か
け
て
く
れ
て
前

向
き
に
頑
張
る
気
持
ち
に
な
れ
ま
し
た
。う
ま
く
い

か
ず
落
ち
込
ん
で
い
た
時
に
先
輩
か
ら
貰
っ
た
言

葉
は一生
の
財
産
に
な
り
ま
し
た
。さ
ら
に
、現
在

は
、専
門
性
の
高
い
業
務
に
取
り
組
む
べ
く
研
修

を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。ま
た
趣
味
は
バ
ス
釣
り
で
、

徳
島
に
は
有
名
な
旧
吉
野
川
の
ほ
か
、釣
り
が
で

き
る
場
所
も
多
く
、毎
週
末
釣
り
に
行
っ
て
い
ま

す
。気
分
転
換
に
最
高
で
す
！

ド
ク
タ
ー
か
ら
の
一
言

診療放射線技師の1日

One Day
Schedule

臨床検査技師の1日

One Day
Schedule

8:20
朝礼

8:30
検体検査業務
(主に尿沈渣検査、

週に一度、午前中採血業務）

12:00
昼食

13:30
症例検討会

14 :00
腎生検業務

（標本薄切、染色、撮影）8:30
担当の部門へ移動、
始業点検を行い、
撮影業務開始

13:00
昼休憩

14 :00
業務再開

17:00
本日業務の反省、
終業点検、

翌日の検査確認

患者さんの診断データを集め、
医師に提供する検査のスペシャリスト医

師
、歯
科
医
師
の
指
示
を
受
け

検
査
や
治
療
に
お
い
て
放
射
線
を
扱
う
仕
事

臨床検査
技師
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放射線科 部長

城野 良三先生



歯科衛生士

歯
科
衛
生
士
は
、歯
科
疾
患
の

予
防
及
び
口
腔
衛
生
の
向
上

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

人
々
の
歯・口
腔
の
健
康
づ
く

り
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
国
家
資

格
の
専
門
職
で
す
。

仕
事
の
内
容
は
、歯
科
予
防
処

置
、歯
科
診
療
補
助
、歯
科
保

健
指
導
と
三
つ
の
業
務
が
法

律
に
定
め
ら
れ
て
お
り
、そ
れ

ぞ
れ
に
専
門
性
の
高
い
知
識・

技
術
を
必
要
と
し
ま
す
。

当
院
の
歯
科
衛
生
士
は
5
名

で
、外
来
診
療
と
病
棟
で
の
口

腔
健
康
管
理（
口
腔
ケ
ア
）を

主
に
行
っ
て
い
ま
す
。

外
来
で
は
、歯
周
病
や
む
し
歯

が
全
身
と
関
連
し
て
い
る
こ
と

を
歯
科
衛
生
士
の
立
場
か
ら

患
者
さ
ん
へ
伝
え
て
い
ま
す
。

病
棟
で
は
、患
者
さ
ん
の
全
身

状
態
に
合
わ
せ
て
口
腔
衛
生
に

努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
食
べる・話
す
」に
必
要

な
お
口
の
機
能
を
維
持
、向
上

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
訓
練
を

行
う
こ
と
も
し
て
い
ま
す
。

歯
科
衛
生
士
に
な
っ
て
4
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

現
在
は
、外
来
に
い
ら
っし
ゃ
る
患
者
さ
ん
の
歯
の

メ
イ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
入
院
患
者
さ
ん
の
お
口
の
掃

除
な
ど
、た
く
さ
ん
の
患
者
さ
ん
と
関
わ
る
こ
と

が
で
き
と
て
も
充
実
し
て
い
ま
す
。「
歯
茎
か
ら
血

が
出
な
く
な
っ
た
」「
口
の
中
が
す
っ
き
り
し
た
」な

ど
、患
者
さ
ん
が
自
分
の
お
口
の
中
の
変
化
を
実

感
し
、嬉
し
そ
う
に
話
さ
れ
て
い
る
の
を
見
る
と

や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。患
者
さ
ん
の
中
に
は
、口

か
ら
食
べた
く
て
も
、病
気
の
後
遺
症
や
筋
力
の

低
下
に
よ
っ
て
思
う
よ
う
に
食
べら
れ
な
い
方
も

お
り
、お
口
の
健
康
の
重
要
さ
を
改
め
て
感
じ
ま

し
た
。今
後
は
、摂
食
嚥
下
に
つ
い
て
さ
ら
に
学

び
、患
者
さ
ん
の
健
康
を
お
口
の
面
か
ら
サ
ポ
ー

ト
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

歯
科
衛
生
士
と
は

川
島
病
院
で
は

歯科医師
医 師

徳
島
大
学
口
腔
保
健
学
科
在
学

時
に
川
島
病
院
で
臨
床
実
習
を

行
い
、卒
後
就
職
し
て
今
年
で
4

年
目
に
な
り
ま
し
た
。ま
じ
め
で

明
る
く
日
々
の
業
務
を
行
っ
て
い

ま
す
。今
年
は
、透
析
患
者
の
災
害

時
に
お
け
る
口
腔
衛
生
管
理
の
重

要
性
と
い
う
テ
ー
マ
で
臨
床
研
究

を
行
い
、9
月
に
は
初
め
て
の
学

会
発
表
を
行
い
ま
し
た
。こ
れ
か

ら
も
ま
す
ま
す
頑
張
っ
て
も
ら
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

薦田 茜
2016 年入職

歯科 医長

川島 友一郎先生

歯
科
医
師
か
ら
の
一
言

歯科衛生士の1日

One Day
Schedule

13:00
スタッフミーティング

8:30
診療室で
始業準備

10:00
病棟で口腔ケア

12:00
病棟で食事観察

9:0014 :00
病棟で口腔ケア

16:00
業務記録作成、
電子カルテへの入力、
患者の申し送り

診療補助、電子
カルテで担当患
者の状態を確認

歯科
衛生士

お口から、健康で過ごすためのお手伝い

15 14

2024年
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
予
定
地
の

コ
ル
テ
ィ
ナ
ダ
ン
ペ
ッ
ツ
ォ
で
撮
影
し
ま
し
た
。

今
年
の
5月
1日
で
し
た
が
大
勢
の
人
た
ち
が

春
ス
キ
ー
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
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わ
が
国
は
世
界
一の
長
寿
国
と
な
り
、ま
た
透

析
医
療
の
進
歩
に
つ
れ
て
高
齢
者
の
透
析
患
者

数
は
増
加
の一途
を
た
どって
い
る
。日
本
透
析
医

学
会
の
統
計
調
査
に
よ
る
2
0
1
7
年
末
の
慢

性
透
析
患
者
総
数
は
3
3
4,
5
0
5
人
で
、

平
均
年
齢
は
6
8
・
4
3
歳
と
年
々
増
加
傾
向

を
示
し
て
い
る
。高
齢
者
と
いっ
て
も
A
D
L
や

生
活
環
境
・
家
族
背
景
な
ど
個
人
差
は
大
き

く
、合
併
症
も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
に

適
し
た
最
良
な
治
療
法
の
選
択
が
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
。

　

高
齢
者
に
お
け
る
血
液
透
析
の
メ
リ
ッ
ト
は
、

週
3
回
透
析
施
設
に
来
院
す
る
だ
け
で
治
療
が

完
結
し
、他
の
4
日
は
治
療
が
休
み
の
た
め
、デ

イ
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
通
院
も
可
能
で
あ
る
。一

方
、腹
膜
透
析
は
24
時
間
で
行
う
マ
イ
ル
ド
な
透

析
療
法
で
あ
り
、社
会
復
帰
や
在
宅
医
療
を
メ

リ
ッ
ト
と
し
て
お
り
、A
D
L
が
維
持
さ
れ
て
い

る
高
齢
者
、通
院
が
困
難
な
高
齢
者
ど
ち
ら
に

も
適
し
て
い
る
。ま
た
、高
齢
者
の
P
D
療
法
は

必
要
最
小
量
の
透
析
液
量
で
の
維
持
が
可
能
で

あ
り
、医
療
経
済
的
に
も
費
用
対
効
果
の
高
い

医
療
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

　

近
年
、高
齢
者
医
療
に
お
い
て
老
年
症
候
群
、

サ
ル
コ
ぺニ
ア
、フ
レ
イ
ル
な
ど
の
用
語
が
汎
用
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。高
リ
ン
血
症
は

C
K
D
患
者
で
の
死
亡
率
低
減
の
た
め
の
治
療

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
認
識
さ
れ
て
お
り
、蛋
白
質
・

リ
ン
摂
取
制
限
が
推
奨
さ
れ
て
き
た
。一方
、高
齢

腎
不
全
患
者
で
は
サ
ル
コペニ
ア
罹
患
が
多
い
と

さ
れ
て
い
る
が
、蛋
白
質
摂
取
量
減
少
が
血
清
リ

ン
上
昇
よ
り
も
生
命
予
後
悪
化
に
強
く
影
響
す

る
こ
と
示
さ
れ
て
い
る
。近
年
、骨
格
筋
減
少
機

序
に
筋
肉
合
成
お
よ
び
分
解
の
バ
ラ
ン
ス
異
常
の

関
与
が
明
ら
か
に
な
って
き
て
お
り
、定
期
的
な

運
動
に
加
え
，十
分
量
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
分
枝
鎖

ア
ミ
ノ
酸
を
中
心
と
し
た
蛋
白
質
，必
須
脂
肪

酸
を
確
保
す
る
医
学
的
介
入
を
要
す
る
と
考
え

ら
れ
る
。

　

合
併
症
が
多
く
A
D
L
の
低
下
を
き
た
し
て

い
る
高
齢
者
に
お
い
て
は
、入
院
や
介
護
の
必
要

性
の
高
い
こ
と
も
医
療
上
の
大
き
な
問
題
で
あ

る
。自
宅
で
の
介
護
が
困
難
で
入
院
透
析
が
必
要

で
あ
って
も
、入
院
可
能
な
病
床
の
増
設
は
不
可

能
で
あ
り
、福
祉
施
設
や
老
人
保
健
施
設
な
ど

で
の
受
け
入
れ
と
、透
析
施
設
と
入
所
施
設
あ
る

い
は
自
宅
と
の
間
の
送
迎
な
ど
の
対
策
を
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。こ
の
問
題
解
決
に
は
社
会
資

源
を
活
用
し
た
在
宅
支
援
、介
護
の
必
要
性
は

も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、今
後
は
終
末
期
の
問
題
も

避
け
て
は
通
れ
な
い
状
況
と
なって
い
る
。

　

川
島
ホ
ス
ピ
タ
ル
グ
ル
ー
プ（
K
H
G
）の
多
く

の
ス
タ
ッフ
に
ポ
ス
タ
ー
発
表
を
し
て
い
た
だ
き
、

ま
た
、ポ
ス
タ
ー
座
長
も
引
き
受
け
て
い
た
だ

き
、研
究
会
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

慢
性
腎
臓
病
は
キ
ュア
が
望
め
な
い
た
め
、高
齢

者
に
寄
り
添
って
信
頼
関
係
を
構
築
し
、高
齢
者

の
思
い
も
受
け
止
め
な
が
ら
、共
同
意
思
決
定

（shared decision m
aking: SD

M

）と
人
生

会
議（advanced care planning: A

CP

）に

よ
り
、保
存
期
〜
導
入
期
〜
維
持
期
〜
人
生
の

最
終
段
階
の
い
ず
れ
で
も
よ
り
良
い
キ
ュア
と
ケ

ア
を
提
供
し
、病
状
に
よって
は
キ
ュア
と
ケ
ア
を

融
合
し
、生
活
お
よ
び
生
命
の
質（quality of 

life: Q
O
L

）を
向
上
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

私
が
座
長
を
務
め
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
高
齢
者

C
K
D
に
お
け
る
キ
ュ
ア
と
ケ
ア
の
融
合
」で
、

K
H
G
で
維
持
透
析
を
受
け
て
い
る
患
者
さ
ん

に「
高
齢
透
析
患
者
か
ら
の
意
思
表
示
」の
講
演

を
依
頼
し
、引
き
受
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。し

か
し
、患
者
さ
ん
が
病
気
の
た
め
に
入
院
し
、講

演
で
き
な
く
な
って
し
ま
い
ま
し
た
。大
変
残
念

で
し
た
が
、そ
の
娘
さ
ん
に
代
読
し
て
い
た
だ
け

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。「
透
析
に
至
る
ま
で
」、

「
38
年
前
の
透
析
」、「
チ
ー
ム
医
療
の
先
駆
け
」、

「
患
者
会
の
目
的
」、「
高
齢
透
析
患
者
の
悩
み
」、

「
透
析
に
関
す
る
学
習
と
意
思
表
示
」に
つい
て
、

父
親
の
歩
ん
で
き
た
道
を
代
読
す
る
姿
を
見
て

大
変
感
動
し
、会
場
で
は
涙
を
流
す
参
加
者
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。最
後
に
は
、私
が

提
唱
し
て
い
る「
尊
厳
生
」に
つい
て
も
触
れ
て
い

た
だ
き
、こ
の
患
者
さ
ん
の
家
庭
で
は
エン
デ
ィ
ン

グ
ノ
ー
ト
を
作
成
し
、A
C
P
を
行
い
、人
生
の

終
焉
を
ど
う
生
き

て
い
く
の
か
日
頃

よ
り
話
し
て
い
ま

し
た
。
S
D
M
、

A
C
P
、事
前
指

示
書
の
普
及
に
よ

り
、我
が
国
で
も
質

の
高
い
キ
ュ
ア
、ケ

ア
、そ
の
融
合
が
生

ま
れ
つつ
あ
る
と
感

じ
ま
し
た
。

高
齢
者

腎
不
全
医
療
の

課
題水

口 

潤
　（
社
会
医
療
法
人 

川
島
会 

理
事
長
）

当
番
幹
事
　
岡
田
一
義

（
社
会
医
療
法
人
川
島
会
　
川
島
病
院
　
副
院
長
）

日本高齢者腎不全研究会
第17回

高齢者腎不全医療～キュアとケアの融合～
とき：2019年7月27日（土）～28日（日）

ところ：あわぎんホールにて
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　今回、初めてのポスターでの発表で参加させていただ
きました。とても緊張しましたが、大変良い経験が出来まし
た。
　また、他施設の発表や特別講演など沢山の講演を聞
くことができ、高齢腎不全患者に対する日々 の食事管理
の大切さを再認識することが出来ました。これからの業
務に役立てていきたいと思います。良い経験をさせて頂
き感謝いたします。

　今回「地域連携」のポスター発表で参加させて頂きま
した。キュアとケアの融合というテーマのもと、全国の施設
の方々の講演や発表を聞かせて頂き、SDMを活用した、
高齢者患者に寄り添う支援の必要性を学ぶ事ができまし
た。その中でも、初めて透析患者さん（娘さんの代読）の
発表を聞けた事は、なにより感銘をうけました。

　2019年7月27日～28日に「高齢者腎不全医療～キュア
とケアの融合～」というテーマで、第17回日本高齢者腎不
全研究会が徳島で開催されました。当院副院長の岡田
一義先生が当番幹事を務められました。会場では多くの
参加者で活発な議論が展開されました。多岐にわたる内
容で当院からも多数の発表がありました。私は「胸腹部
大動脈瘤破裂に対し保存加療のみで長期生存が可能
であった血液透析患者の一例」という症例報告（Shima 
H, et al. J Palliat Med. 21: 1206-1207, 2018）を徳島赤
十字病院の先生方と共同で行いました。精神疾患や認
知症で病識がない高齢患者の手術適応に関しては明
確な答えがないのが現状で、End-Of-Life-Careのあり方
を考える上で重要な一例でまとめるにあたり勉強になりま
した。今後ますます進む患者の高齢化においてチーム医
療としての医師の役割、多職種連携に関して考える機会
になりました。

　今回、徳島県で開催された第17回高齢者腎不全研究
会に参加してポスター発表をさせていただきました。
　最近は高齢者におけるフレイル（加齢により心身が衰え
た状態）・サルコペニア（加齢による筋肉量の減少）対策
が話題となっており、高齢者における筋力低下や栄養障
害を改善させることがQOL（生活の質）や予後の改善に
つながるとされております。そのため食事療法、リハビリな
どの分野においても積極的に介入していくことが重要に
なっております。
　今回、高齢者におけるネフローゼ症候群の治療戦略に
ついて発表させていただいたのですが、高齢患者さんに
おける治療方針については難しい症例が多いのが現状
であります。そのため、治療目標については患者さんの全
身状態をみながら見極めることが多いです。
　高齢者においては、キュア（医学的な治療で治すもの）
が困難な患者さんが多くケアがより重要な役割となると思
われます。
　今回の学会のテーマとなっていたキュアとケアの融合と
いうことがQOL（生活の質）の向上に繋がるために、医師
のみでなく看護師、薬剤師、臨床工学技士、メディカル
ソーシャルワーカー、介護士、栄養士など多職種の連携に
て治療することの大切さを認識する研究会になったと思
います。

第17回 日本高齢者腎不全研究会に参加して

腎臓内科 医長　田代 学腎臓内科 医師　島 久登看護師　原田 郁子看護師　山田 美佳

日本高齢者腎不全研究会



　本邦における透析患者さんの平均年齢は68.43歳
（2017年末日本透析医学会統計調査）であり、WHO
が示す高齢者基準の65歳を上回っています。しかし、
高齢者と一口に言っても患者さんの状態はそれぞれ
です。
　今回評価したオンラインHDFはいくつかの治療条
件を組み合わせることによって、さまざまな効果を得る
ことのできる治療法です。患者さん一人ひとりに対し、
その時々で最適な治療が提供できるよう、今後も日々
の診療にあたりたいと思います。

　今回の大会テーマは、「高齢者腎不全医療　～ケアと
キュアの融合～」で大盛況でした。私は、この研究会にポ
スター発表という役割で参加させていただきました。この
研究会に参加することで、透析の高齢者医療について私
自身がさらに考えるよい機会となりました。この経験を生か
し、今後の臨床業務に役立てたいと考えています。

21 20

　第17回日本高齢者腎不全研究会、一般演題「適正透
析」の座長として参加しました。今回のテーマは高齢者
腎不全医療～キュアとケアの融合～であり、内容の充実
した有意義な議論が行われて、知見を深める良い機会
になりました。当院でも、今後増加する高齢腎不全患者
のQOL向上に繋がるようにチーム医療の充実と全人的
なケアを融合させて行きたいと思います。

 臨床工学部 部長　田尾 知浩

臨床工学部 課長　道脇 宏行

臨床工学部 主任　廣瀬 大輔

日本高齢者腎不全研究会
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■ 市民公開講座
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市
民
公
開
講
座
も
、今
年
で
９
回

目
と
な
っ
た
。診
療
に
携
わ
る
わ
れ
わ

れ
臨
床
医
は
、普
段
か
ら「
患
者
さ
ん

と
の
対
話
」を
大
切
に
し
て
い
る
。そ

し
て
、円
滑
な
治
療
を
進
め
る
た
め
に

は
、病
気
や
治
療
に
対
し
て
お
互
い
が

共
通
の
知
識
を
持
つ
こ
と
が
必
要
だ

と
考
え
て
い
る
。今
回
は
、東
京
女
子

医
大
の
新
田
孝
作
教
授
に
お
越
し
い

た
だ
き
、腎
臓
病
と
最
先
端
の
治
療

法
に
つい
て
ご
講
演
を
い
た
だ
く
。続
い

て
、当
院
医
師
が
前
立
腺
、女
性
の
お

し
っこ
の
病
気
に
つい
て
話
を
す
る
。最

後
に
、鶯
春
夫
先
生
に
健
康
寿
命
を

延
ば
す
体
操
を
ご
紹
介
い
た
だ
く
。楽

し
ん
で
聞
い
て
ほ
し
い
。

　
今
回
の
市
民
公
開
講
座
の
メ
イ
ンテ
ー

マ
は「
腎
臓
、泌
尿
器
科
の
疾
患
」。日
本

の
慢
性
腎
臓
病（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）患
者
は
、全
国

に
約
1
3
0
0
万
人
い
る
と
言
わ
れ
て

い
る
。腎
機
能
が
低
下
す
る
と
、脳
卒
中

や
心
臓
病
の
リ
ス
ク
が
高
く
な
る
。腎
臓

病
は
病
状
が
進
行
す
る
と
血
液
透
析
や

腎
移
植
が
必
要
に
な
る
の
で
、検
査
に
よ

る
早
期
発
見
、早
期
治
療
が
と
て
も
重

要
で
あ
る
。本
日
は
、最
先
端
の
治
療
方

法
を
、新
田
先
生
に
わ
か
り
や
す
く
ご
解

説
い
た
だ
く
。ま
た
、高
齢
者
に
多
い
前

立
腺
や
膀
胱
の
病
気
につい
て
も
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
き
、皆
さ
ま
の
毎
日
の
健

康
管
理
に
役
立
て
て
ほ
し
い
。

川島 周
（川島ホスピタルグループ会長）

水口 潤
（社会医療法人川島会理事長）

最
先
端
の

治
療
法
知
っ
て

第９回社会医療法人川島会川島病院市民公開講座「のばそう健康寿命」（同
病院、徳島新聞社主催）が７月７日、徳島市のＪＲホテルクレメント徳島で開
かれた。東京女子医大の新田孝作教授が「もっと腎臓病を知ろう」をテーマ
に特別講演。慢性腎臓病の基礎知識や、他の腎臓病について解説した。川島
病院泌尿器科部長の西谷真明氏は前立腺の病気について、川島病院泌尿
器科医師の伊藤文子氏は女性のおしっこの悩みについて、徳島文理大保健
福祉学部の鶯春夫教授は、認知機能改善と口腔機能改善をテーマに「いき
いき百歳体操」を披露した。

「のばそう健康寿命」

病
気
の
知
識

患
者
と
共
有

川
島
病
院
市
民
公
開
講
座

第
9
回

登壇者

◆開会あいさつ
川島  周
（川島ホスピタルグループ会長）

◆座長あいさつ
水口  潤
（社会医療法人川島会理事長）

◆特別講演
新田 孝作氏
（東京女子医大腎臓内科学教授）

◆講演
鶯  春夫氏
（徳島文理大保健福祉学部
理学療法学科教授）

◆講演
西谷 真明
（川島病院泌尿器科部長）

◆講演
伊藤 文子
（川島病院泌尿器科医師）

開会のあいさつ

座長のあいさつ



■ 市民公開講座
　

腎
臓
は
約
10
セ
ン
チ
程
度
の
大
き
さ
で
、

腰
の
少
し
上
の
背
中
側
に
二
つ
あ
る
。血
液

か
ら
不
要
な
物
質（
老
廃
物
・
余
剰
水
分
な

ど
）を
除
去
し
、尿
と
し
て
体
外
に
排
せ
つ

す
る
役
割
を
担
って
い
る
。ま
た
、体
に
必
要

な
ホ
ル
モ
ン
を
作
り
出
し
、ミ
ネ
ラ
ル（
電
解

質
）や
、酸
性
・ア
ル
カ
リ
性
の
バ
ラ
ン
ス
を
調

整
し
て
体
内
環
境
を一定
に
保
つ
働
き
を
し

て
い
る
。腎
臓
の
内
部
に
あ
る「
糸
球
体
」と

い
う
組
織
は
、フ
ィ
ル
タ
ー
の
よ
う
な
働
き
を

し
て
血
液
の
ろ
過
を
行
って
い
る
。

　
Ｉｇ
Ａ
腎
症
は
、異
常
な
Ｉｇ
Ａ（
免
疫
グ

ロ
ブ
リ
ン
Ａ
）が
糸
球
体
に
沈
着
し
て
腎
臓

に
炎
症
が
生
じ
る
病
気
で
、放
置
し
て
お
け

ば
数
年
単
位
で
ゆ
っ
く
り
と
進
行
し
、や
が

て
腎
不
全
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
る
。初
期

は
無
症
状
、検
診
で
尿
所
見
異
常（
タ
ン
パ

ク
尿
・
顕
微
鏡
的
血
尿
）が
見
つ
か
る
場
合

が
多
い
。確
定
診
断
に
は
腎
生
検
が
必
要
と

な
る
。治
療
法
は
、炎
症
が
強
い
時
は「
扁
摘

パ
ル
ス
療
法
」、慢
性
所
見
に
は「
降
圧
薬（
レ

ニ
ン
ア
ン
ジ
オ
テ
ン
シ
ン
系
阻
害
薬
）」が
有

効
で
あ
る
。早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
す
れ

ば
、将
来
的
に
透
析
治
療
に
な
ら
ず
に
済
む

時
代
な
の
で
、気
に
な
る
方
は
早
め
に
受
診

を
し
て
ほ
し
い
。

　

ネ
フ
ロ
ー
ゼ
症
候
群
で
は
、大
量
の
タ
ン
パ

ク
尿
に
よ
り
、低
ア
ル
ブ
ミ
ン
血
症
を
来
し
、

ま
ぶ
た
や
膝
下
に
浮
腫（
む
く
み
）の
症
状

新
田 

孝
作
氏

が
現
れ
る
。進
行
す
る
と
、高
脂
血
症
や
血

栓
症
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
を
合
併
す
る

恐
れ
が
あ
る
。病
院
で
は
ま
ず
尿
検
査
と
血

液
検
査
を
行
い
、タ
ン
パ
ク
尿
と
低
ア
ル
ブ
ミ

ン
血
症
の
数
値
を
調
べ
る
。異
常
が
あ
れ
ば
、

腎
生
検
に
よ
る
病
理
診
断
に
よ
り
、確
定
診

断
と
な
る
。副
腎
皮
質
ホ
ル
モ
ン
を
使
用
し

て
行
う
治
療
法
は
免
疫
を
抑
え
、炎
症
を

鎮
め
る
効
果
が
あ
る
が
、副
作
用
も
多
い
た

め
、感
染
症
や
糖
尿
病
へ
の
注
意
が
必
要

だ
。患
者
さ
ん
の
中
に
は
、ス
テ
ロ
イ
ド
が
効

か
な
い
人
、再
発
を
繰
り
返
し
て
内
服
を
や

め
ら
れ
な
い
方
も
い
る
。し
か
し
、最
近
、頻

回
再
発
型
微
小
変
化
型
ネ
フ
レ
ー
ゼ
症
候

群
患
者
に「
リ
ツ
キ
シ
マ
ブ
」が
有
効
だ
と
い

う
こ
と
が
分
か
って
き
た
。こ
の
薬
は
、６
カ

月
ご
と
に
投
与
す
る
だ
け
で
、副
作
用
も
ほ

と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。ま
た
、保
険
適
用
さ

れ
て
い
る
の
で
、費
用
の
負
担
も
軽
い
。ス
テ

ロ
イ
ド
を
飲
み
続
け
る
こ
と
が
つ
ら
い
患
者

さ
ん
に
とって
、こ
れ
は
革
命
的
な
薬
と
言
っ

て
い
い
だ
ろ
う
。主
治
医
と
相
談
し
な
が
ら

治
療
に
臨
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

　

多
発
性
嚢
胞
腎
は
、腎
臓
に
嚢
胞（
分
泌

物
が
入
っ
た
袋
）が
多
発
し
、進
行
す
る
と

腎
機
能
が
低
下
す
る
病
気
で
、
遺
伝
性
が

あ
る
。Ａ
子
さ
ん
（
40
歳
・
女
性
）
の
例
を

紹
介
す
る
。人
間
ド
ッ
ク
で
高
血
圧
と
腎
臓

に
嚢
胞
が
見
つ
かっ
た
Ａ
子
さ
ん
。実
の
お
母

さ
ま
が
嚢
胞
腎
で
透
析
さ
れ
て
い
た
の
で
、

念
の
た
め
エコ
ー
検
査
を
行
う
と
、「
遺
伝
性

の
多
発
性
嚢
胞
腎
」と
診
断
さ
れ
た
。こ
の

病
気
は
、脳
動
脈
瘤
な
ど
の
合
併
症
や
、く

も
膜
下
出
血
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
る
。治

療
は
、１
日
２
リ
ッ
ト
ル
の
水
と
降
圧
薬
を

飲
ん
で
も
ら
い
な
が
ら
経
過
観
察
を
し
た

が
、効
果
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、ト
ル
バ

プ
タ
ン
と
い
う
薬
に
よ
る
入
院
治
療
を
行
っ

た
。そ
の
後
、Ａ
子
さ
ん
は
難
病
申
請
を
行

い
、月
に
１
度
の
通
院
を
し
な
が
ら
、投
薬

治
療
を
続
け
て
い
る
。遺
伝
性
に
つい
て
は
、

Ａ
子
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
の
う
ち
、誰
に
遺

伝
す
る
か
は
分
か
ら
な
い
。現
在
は
治
療
薬

も
出
て
い
る
の
で
、子
ど
も
た
ち
が
30
歳
に

（
東
京
女
子
医
大
腎
臓
内
科
学
教
授
）

（
徳
島
文
理
大
保
健
福
祉
学
部
理
学
療
法
学
科
教
授
）

25 24

な
る
ま
で
に
ス
ク
リ
ー
ニン
グ
検
査
を
受
け
、

早
期
治
療
を
受
け
る
よ
う
勧
め
て
い
る
。

　

腎
不
全
治
療
か
ら
透
析
・
移
植
ま
で
に
つ

い
て
。慢
性
腎
臓
病（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）は
で
き
る
だ

け
早
い
段
階
で
治
療
介
入
す
る
こ
と
で
、透

析
導
入
を
回
避
で
き
る
。食
事
や
血
圧
管

理
な
ど
、ご
自
身
で
の
生
活
習
慣
の
改
善
も

「
も
っ
と
腎
臓
病
を
知
ろ
う
」

鶯  

春
夫
氏

大
切
だ
。し
か
し
、病
気
の
進
行
や
、他
の
さ

ま
ざ
ま
な
原
因
で
腎
臓
の
機
能
が
十
分
で

な
く
な
る
と
、腎
代
替
療
法
が
必
要
と
な

る
。こ
の
療
法
は
、腎
臓
の
機
能
が
10
％
以

下
、腎
不
全
に
よ
る
症
状
が
内
服
薬
で
も
回

復
し
な
い
状
態
、腎
臓
の
機
能
だ
け
で
な

く
、症
状
も
含
め
た
総
合
判
断
が
必
要
と

さ
れ
る
。「
血
液
透
析
」は
、血
液
を
機
械
で

き
れ
い
に
す
る
療
法
で
、１
回
４
〜
５
時
間
、

週
３
回
通
院
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
。

「
腹
膜
透
析
」は
、在
宅
で
透
析
が
で
き
る

療
法
で
、ご
自
身
の
腹
膜
を
利
用
し
て
血
液

を
き
れ
い
に
す
る
。腹
膜
透
析
を
日
中
に
行

う
場
合
は
、１
日
４
回
の
透
析
液
交
換
が
必

要
。夜
間
に
行
う
場
合
は
就
寝
中
に
機
械

が
自
動
的
に
透
析
液
を
出
し
入
れ
す
る
。

通
院
は
月
に
１
〜
２
回
程
度
で
済
む
。腎
移

植
は
、ド
ナ
ー（
臓
器
提
供
者
）の
腎
臓
を
腎

不
全
の
患
者
さ
ん
に
移
植
し
、腎
臓
の
機
能

を
働
か
せ
る
治
療
法
で
あ
る
。透
析
か
ら
は

解
放
さ
れ
る
が
、免
疫
抑
制
薬
を
ず
っ
と
飲

み
続
け
る
必
要
が
あ
る
。

　

最
後
に
、Ｃ
Ｋ
Ｄ
患
者
さ
ん
の
高
齢
化
に

伴
い
、フ
レ
イ
ル（
虚
弱
状
態
）予
防
と
対
策

が
重
要
に
な
って
い
る
。そ
れ
ぞ
れ
の
病
状
に

合
わ
せ
な
が
ら
、食
事
管
理
と
薬
物
療
法
に

加
え
、散
歩
な
ど
の
有
酸
素
運
動
や
軽
い
筋

力
運
動
を
日
常
生
活
に
取
り
入
れ
、こ
れ
か

ら
も
元
気
に
長
生
き
し
て
ほ
し
い
。

例
え
ば
、野
菜
や
魚
の
名
前

を
挙
げ
な
が
ら
歩
く
、計
算

や
し
り
と
り
を
し
な
が
ら
歩

く
、車
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

の
数
字
を
足
し
算
し
な
が
ら

歩
く
な
ど
。行
う
場
合
は
、転

倒
や
事
故
に
十
分
注
意
を
し

な
が
ら
、安
全
な
場
所
を
選

ん
で
ほ
し
い
。

　

次
に
紹
介
す
る
の
は
、「
口

腔
機
能
改
善
」に
つ
い
て
。高

齢
に
な
る
と
、フ
レ
イ
ル
対
策

が
重
要
に
な
る
。筋
力
等
が

低
下
し
、口
腔
機
能
が
衰
え

る
と
、食
事
が
取
れ
な
く
な

り
、栄
養
状
態
が
悪
く
な
る
。

滑
舌
が
悪
い
、お
茶
や
汁
物
で

む
せ
る
な
ど
の
症
状
が
あ
る

人
は
、「
口
腔
機
能
の
改
善
体
操
」を
行
って

ほ
し
い
。こ
れ
は
、唾
液
腺
の
マッ
サ
ー
ジ
の

他
、舌
や
頬
な
ど
の
運
動
を
す
る
こ
と
で
、ス

ム
ー
ズ
に
食
事
が
取
れ
る
よ
う
に
なっ
た
り
、

誤
嚥
防
止
と
な
る
効
果
が
あ
る
。

　

1
4
8
の
論
文
を
吟
味
し
た
ア
メ
リ
カ

の
研
究
で
、長
生
き
に
影
響
を
与
え
る
要
因

は
、肥
満
の
解
消
、運
動
、禁
煙
と
同
等
以

上
に
、「
人
と
の
つ
な
が
り
」で
あ
る
こ
と
が

分
かっ
た
。健
康
な
生
活
を
送
る
た
め
に
は
、

「
出
か
け
る
場
所
が
あ
る
」「
話
せ
る
仲
間
が

い
る
」と
いっ
た
こ
と
が
大
切
だ
。い
き
い
き

百
歳
体
操
で
は
、近
所
の
公
民
館
な
ど
で
仲

間
た
ち
と
共
に
毎
週
一緒
に
体
操
を
行
って

い
る
。ど
ん
ど
ん
利
用
し
て
、人
と
の
つ
な
が

り
を
増
や
し
、元
気
に
長
生
き
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

　
日
本
人
の
平
均
寿
命
は
世
界
第
２
位
で
、

男
性
は
約
81
歳
、女
性
は
約
87
歳
。し
か

し
、問
題
な
の
は
、介
護
を
受
け
ず
に
自
立

し
て
生
活
で
き
る「
健
康
寿
命
」で
あ
る
。要

介
護
者
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、そ
れ
と

と
も
に
介
護
保
険
料
も
上
が
っ
て
き
て
い

る
。病
気
に
な
れ
ば
、医
療
費
に
加
え
、介
護

保
険
料
の
負
担
が
家
計
を
圧
迫
す
る
。超

高
齢
社
会
が
進
む
中
、誰
も
が
、最
後
ま
で

生
き
生
き
と
過
ご
し
た
い
と
願
って
い
る
。そ

の
た
め
に
は
、健
康
寿
命
を
平
均
寿
命
に
近

づ
け
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
。

　

そ
の一つ
と
し
て
注
目
し
て
ほ
し
い
の
が

「
認
知
症
予
防
」対
策
だ
。高
齢
者
の
認
知

症
は
、今
後
ま
す
ま
す
増
加
す
る
と
予
想

さ
れ
、2
0
2
5
年
に
は
65
歳
以
上
の
３
人

に
１
人
が
認
知
症
や
軽
度
認
知
障
害
に
な

る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

本
日
は
、認
知
機
能
改
善
の
た
め
の
運
動

を
ご
紹
介
す
る
。は
じ
め
に
、ウ
オ
ー
キ
ン
グ

な
ど
の「
有
酸
素
運
動
」。ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の

場
合
は
普
段
歩
く
よ
り
も
少
し
歩
幅
を
大

き
く
し
、早
く
歩
く
こ
と
を
意
識
す
る
こ
と

が
大
切
だ
。次
に
、「
筋
力
ト
レ
ー
ニン
グ
」。い

き
い
き
百
歳
体
操
は
、Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
な
が
ら

座
っ
た
ま
ま
で
も
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
で

き
る
体
操
で
、徳
島
県
下
で
は
現
在
19
市

町
村
、約
4
0
0
カ
所
で
定
期
的
に
開
催

さ
れ
て
い
る
。お
近
く
の
会
場
に
足
を
運
び
、

ぜ
ひ
積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

最
後
に
、「
二
重
課
題
運
動
」に
つい
て
。こ
れ

は
、運
動
課
題
と
認
知
課
題
を
同
時
に
行

い
、認
知
機
能
を
改
善
す
る
も
の
で
あ
る
。

「
い
き
い
き
百
歳
体
操（
徳
島
版
）で

 

元
気
で
長
生
き

特別講演

講　演

〜
認
知
機
能
改
善
編
・口
腔
機
能
改
善
編
〜
」



Q&A

　

女
性
は
お
し
っこ
の
悩
み
を
誰
に
も
相
談

で
き
ず
、つい
我
慢
し
が
ち
。「
気
に
な
る
症

状
が
あ
る
」と
思
っ
た
ら
、気
軽
に
泌
尿
器

科
に
相
談
し
て
ほ
し
い
。

　

過
活
動
膀
胱
は
、膀
胱
の
神
経
が
敏
感

に
な
って
、尿
意
が
我
慢
で
き
な
く
な
る
疾

患
。薬
物
療
法
の
他
に
、「
尿
意
を
感
じ
て

も
、少
し
ト
イ
レ
を
我
慢
す
る
」膀
胱
機
能

訓
練
が
効
果
的
。

　

腹
圧
性
尿
失
禁
は
、骨
盤
底
筋
が
弱
く

な
る
こ
と
が
原
因
で
、咳
や
く
し
ゃ
み
を
し

た
時
に
尿
漏
れ
を
起
こ
す
疾
患
。「
骨
盤
底

筋
体
操
」を
行
う
こ
と
で
、筋
肉
の
緩
み
を

改
善
で
き
る
。

　

骨
盤
臓
器
脱
は
、骨
盤
の
筋
肉
が
緩
む
こ

と
で
、骨
盤
内
の
臓
器
が
膣
か
ら
脱
出
す
る

疾
患
。初
め
は
、股
の
間
に
ピ
ン
ポ
ン
玉
の
よ

う
な
も
の
が
出
て
き
て
不
快
感
が
あ
る
。初

期
な
ら
、骨
盤
底
筋
体
操
が
効
果
的
。ペッ

サ
リ
ー
リ
ン
グ
の
装
着
、矯
正
下
着
を
つ
け

る
方
法
も
あ
る
。症
状
が
進
行
し
て
、出
血

や
排
尿
障
害
な
ど
が
伴
う
よ
う
に
なっ
た
場

合
は
手
術
も
適

応
に
な
る
。

　

血
尿
、排
尿

痛
、お
し
っ
こ
が

出
な
い
等
の
場

合
は
、深
刻
な

病
気
が
隠
れ
て

い
る
場
合
が
あ

る
の
で
、早
期
受

診
が
必
要
だ
。

■ 市民公開講座
　

腎
臓
は
約
10
セ
ン
チ
程
度
の
大
き
さ
で
、

腰
の
少
し
上
の
背
中
側
に
二
つ
あ
る
。血
液

か
ら
不
要
な
物
質（
老
廃
物
・
余
剰
水
分
な

ど
）を
除
去
し
、尿
と
し
て
体
外
に
排
せ
つ

す
る
役
割
を
担
って
い
る
。ま
た
、体
に
必
要

な
ホ
ル
モ
ン
を
作
り
出
し
、ミ
ネ
ラ
ル（
電
解

質
）や
、酸
性
・ア
ル
カ
リ
性
の
バ
ラ
ン
ス
を
調

整
し
て
体
内
環
境
を一定
に
保
つ
働
き
を
し

て
い
る
。腎
臓
の
内
部
に
あ
る「
糸
球
体
」と

い
う
組
織
は
、フ
ィ
ル
タ
ー
の
よ
う
な
働
き
を

し
て
血
液
の
ろ
過
を
行
って
い
る
。

　
Ｉｇ
Ａ
腎
症
は
、異
常
な
Ｉｇ
Ａ（
免
疫
グ

ロ
ブ
リ
ン
Ａ
）が
糸
球
体
に
沈
着
し
て
腎
臓

に
炎
症
が
生
じ
る
病
気
で
、放
置
し
て
お
け

ば
数
年
単
位
で
ゆ
っ
く
り
と
進
行
し
、や
が

て
腎
不
全
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
る
。初
期

は
無
症
状
、検
診
で
尿
所
見
異
常（
タ
ン
パ

ク
尿
・
顕
微
鏡
的
血
尿
）が
見
つ
か
る
場
合

が
多
い
。確
定
診
断
に
は
腎
生
検
が
必
要
と

な
る
。治
療
法
は
、炎
症
が
強
い
時
は「
扁
摘

パ
ル
ス
療
法
」、慢
性
所
見
に
は「
降
圧
薬（
レ

ニ
ン
ア
ン
ジ
オ
テ
ン
シ
ン
系
阻
害
薬
）」が
有

効
で
あ
る
。早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
す
れ

ば
、将
来
的
に
透
析
治
療
に
な
ら
ず
に
済
む

時
代
な
の
で
、気
に
な
る
方
は
早
め
に
受
診

を
し
て
ほ
し
い
。

　

ネ
フ
ロ
ー
ゼ
症
候
群
で
は
、大
量
の
タ
ン
パ

ク
尿
に
よ
り
、低
ア
ル
ブ
ミ
ン
血
症
を
来
し
、

ま
ぶ
た
や
膝
下
に
浮
腫（
む
く
み
）の
症
状

が
現
れ
る
。進
行
す
る
と
、高
脂
血
症
や
血

栓
症
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
を
合
併
す
る

恐
れ
が
あ
る
。病
院
で
は
ま
ず
尿
検
査
と
血

液
検
査
を
行
い
、タ
ン
パ
ク
尿
と
低
ア
ル
ブ
ミ

ン
血
症
の
数
値
を
調
べ
る
。異
常
が
あ
れ
ば
、

腎
生
検
に
よ
る
病
理
診
断
に
よ
り
、確
定
診

断
と
な
る
。副
腎
皮
質
ホ
ル
モ
ン
を
使
用
し

て
行
う
治
療
法
は
免
疫
を
抑
え
、炎
症
を

鎮
め
る
効
果
が
あ
る
が
、副
作
用
も
多
い
た

め
、感
染
症
や
糖
尿
病
へ
の
注
意
が
必
要

だ
。患
者
さ
ん
の
中
に
は
、ス
テ
ロ
イ
ド
が
効

か
な
い
人
、再
発
を
繰
り
返
し
て
内
服
を
や

め
ら
れ
な
い
方
も
い
る
。し
か
し
、最
近
、頻

回
再
発
型
微
小
変
化
型
ネ
フ
レ
ー
ゼ
症
候

群
患
者
に「
リ
ツ
キ
シ
マ
ブ
」が
有
効
だ
と
い

う
こ
と
が
分
か
って
き
た
。こ
の
薬
は
、６
カ

月
ご
と
に
投
与
す
る
だ
け
で
、副
作
用
も
ほ

と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。ま
た
、保
険
適
用
さ

れ
て
い
る
の
で
、費
用
の
負
担
も
軽
い
。ス
テ

ロ
イ
ド
を
飲
み
続
け
る
こ
と
が
つ
ら
い
患
者

さ
ん
に
とって
、こ
れ
は
革
命
的
な
薬
と
言
っ

て
い
い
だ
ろ
う
。主
治
医
と
相
談
し
な
が
ら

治
療
に
臨
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

　

多
発
性
嚢
胞
腎
は
、腎
臓
に
嚢
胞（
分
泌

物
が
入
っ
た
袋
）が
多
発
し
、進
行
す
る
と

腎
機
能
が
低
下
す
る
病
気
で
、
遺
伝
性
が

あ
る
。Ａ
子
さ
ん
（
40
歳
・
女
性
）
の
例
を

紹
介
す
る
。人
間
ド
ッ
ク
で
高
血
圧
と
腎
臓

に
嚢
胞
が
見
つ
かっ
た
Ａ
子
さ
ん
。実
の
お
母

さ
ま
が
嚢
胞
腎
で
透
析
さ
れ
て
い
た
の
で
、

念
の
た
め
エコ
ー
検
査
を
行
う
と
、「
遺
伝
性

の
多
発
性
嚢
胞
腎
」と
診
断
さ
れ
た
。こ
の

病
気
は
、脳
動
脈
瘤
な
ど
の
合
併
症
や
、く

も
膜
下
出
血
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
る
。治

療
は
、１
日
２
リ
ッ
ト
ル
の
水
と
降
圧
薬
を

飲
ん
で
も
ら
い
な
が
ら
経
過
観
察
を
し
た

が
、効
果
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、ト
ル
バ

プ
タ
ン
と
い
う
薬
に
よ
る
入
院
治
療
を
行
っ

た
。そ
の
後
、Ａ
子
さ
ん
は
難
病
申
請
を
行

い
、月
に
１
度
の
通
院
を
し
な
が
ら
、投
薬

治
療
を
続
け
て
い
る
。遺
伝
性
に
つい
て
は
、

Ａ
子
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
の
う
ち
、誰
に
遺

伝
す
る
か
は
分
か
ら
な
い
。現
在
は
治
療
薬

も
出
て
い
る
の
で
、子
ど
も
た
ち
が
30
歳
に

（
川
島
病
院
泌
尿
器
科
部
長
）
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な
る
ま
で
に
ス
ク
リ
ー
ニン
グ
検
査
を
受
け
、

早
期
治
療
を
受
け
る
よ
う
勧
め
て
い
る
。

　

腎
不
全
治
療
か
ら
透
析
・
移
植
ま
で
に
つ

い
て
。慢
性
腎
臓
病（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）は
で
き
る
だ

け
早
い
段
階
で
治
療
介
入
す
る
こ
と
で
、透

析
導
入
を
回
避
で
き
る
。食
事
や
血
圧
管

理
な
ど
、ご
自
身
で
の
生
活
習
慣
の
改
善
も

A 

新
田　

慢
性
腎
炎
は
、脱
水
や
感
染
症

で
悪
化
し
や
す
い
の
が
特
徴
。腎
臓
に
と
っ

て
は
水
が
と
て
も
重
要
で
あ
る
た
め
、水

分
を
十
分
取
る
こ
と
、手
洗
い
う
が
い
を

し
て
風
邪
を
ひ
か
な
い
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。過
労
や
激
し
い
運
動
も
良
く
な
い
。歩

い
て
足
腰
を
弱
ら
せ
な
い
こ
と
は
大
事
だ

が
、や
り
す
ぎ
は
禁
物
で
あ
る
。ま
た
、処

方
さ
れ
た
薬
を
き
ち
ん
と
飲
む
こ
と
も
大

事
で
あ
る
。

A 

新
田　

多
発
性
嚢
胞
腎
は
常
染
色
体

性
優
性
遺
伝
な
の
で
必
ず
子
孫
に
伝
わ
る

が
、遺
伝
子
は
両
親
か
ら
１
本
ず
つ
対
で

伝
わ
る
た
め
、そ
れ
ぞ
れ
の
遺
伝
子
の
組

み
合
わ
せ
で
ど
う
発
現
す
る
か
は
ま
だ
よ

く
分
か
っ
て
い
な
い
。そ
の
た
め
、両
親
の

ど
ち
ら
か
が
嚢
胞
腎
の
場
合
は
、20
〜
30

代
の
う
ち
か
ら
超
音
波
検
査
に
よ
っ
て
腎

臓
に
嚢
胞
が
な
い
か
ど
う
か
を
調
べ
た
り
、

腎
機
能
の
検
査
を
受
け
た
り
し
て
、早
期

発
見
・
早
期
治
療
に
努
め
る
の
が
大
事
で

あ
る
。ぜ
ひ
早
い
う
ち
か
ら
専
門
医
に
か

か
っ
て
ほ
し
い
。

A 

鶯　

今
回
ご
紹
介
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
認
知

機
能
改
善
編
に
つ
い
て
は
、24
市
町
村
の

う
ち
、こ
の
体
操
を
行
っ
て
い
る
19
市
町
村

で
は
役
場
で
コ
ピ
ー
し
て
も
ら
え
る
所
も

あ
る
の
で
、ぜ
ひ
問
い
合
わ
せ
て
ほ
し
い
。

口
腔
機
能
改
善
編
に
つ
い
て
は
、徳
島
大
歯

学
部
の
尾
崎
先
生
が
担
当
に
な
る
の
で
そ

ち
ら
に
問
い
合
わ
せ
て
み
て
ほ
し
い
。ま
ず

は
お
住
ま
い
の
市
町
村
の
保
健
師
さ
ん
に

聞
い
て
い
た
だ
き
、困
っ
た
と
き
に
は
徳
島

県
理
学
療
法
士
会
に
相
談
し
て
ほ
し
い
。

A 

鶯　
い
い
体
操
で
も
１
人
で
続
け
る
の

は
な
か
な
か
大
変
。今
日
ご
紹
介
し
た
よ

う
に
、週
１
回
だ
け
で
も
皆
で
集
ま
っ
て
体

操
を
行
う
通
い
の
場
に
ぜ
ひ
参
加
し
て
ほ

し
い
。近
所
に
そ
う
い
っ
た
集
ま
り
が
な
い

場
合
は
、市
町
村
の
保
健
師
さ
ん
に
相
談

し
て
通
い
の
場
の
立
ち
上
げ
の
希
望
を
出

し
て
ほ
し
い
と
思
う
。

大
切
だ
。し
か
し
、病
気
の
進
行
や
、他
の
さ

ま
ざ
ま
な
原
因
で
腎
臓
の
機
能
が
十
分
で

な
く
な
る
と
、腎
代
替
療
法
が
必
要
と
な

る
。こ
の
療
法
は
、腎
臓
の
機
能
が
10
％
以

下
、腎
不
全
に
よ
る
症
状
が
内
服
薬
で
も
回

復
し
な
い
状
態
、腎
臓
の
機
能
だ
け
で
な

く
、症
状
も
含
め
た
総
合
判
断
が
必
要
と

さ
れ
る
。「
血
液
透
析
」は
、血
液
を
機
械
で

き
れ
い
に
す
る
療
法
で
、１
回
４
〜
５
時
間
、

週
３
回
通
院
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
。

「
腹
膜
透
析
」は
、在
宅
で
透
析
が
で
き
る

療
法
で
、ご
自
身
の
腹
膜
を
利
用
し
て
血
液

を
き
れ
い
に
す
る
。腹
膜
透
析
を
日
中
に
行

う
場
合
は
、１
日
４
回
の
透
析
液
交
換
が
必

要
。夜
間
に
行
う
場
合
は
就
寝
中
に
機
械

が
自
動
的
に
透
析
液
を
出
し
入
れ
す
る
。

通
院
は
月
に
１
〜
２
回
程
度
で
済
む
。腎
移

植
は
、ド
ナ
ー（
臓
器
提
供
者
）の
腎
臓
を
腎

不
全
の
患
者
さ
ん
に
移
植
し
、腎
臓
の
機
能

を
働
か
せ
る
治
療
法
で
あ
る
。透
析
か
ら
は

解
放
さ
れ
る
が
、免
疫
抑
制
薬
を
ず
っ
と
飲

み
続
け
る
必
要
が
あ
る
。

　

最
後
に
、Ｃ
Ｋ
Ｄ
患
者
さ
ん
の
高
齢
化
に

伴
い
、フ
レ
イ
ル（
虚
弱
状
態
）予
防
と
対
策

が
重
要
に
な
って
い
る
。そ
れ
ぞ
れ
の
病
状
に

合
わ
せ
な
が
ら
、食
事
管
理
と
薬
物
療
法
に

加
え
、散
歩
な
ど
の
有
酸
素
運
動
や
軽
い
筋

力
運
動
を
日
常
生
活
に
取
り
入
れ
、こ
れ
か

ら
も
元
気
に
長
生
き
し
て
ほ
し
い
。

例
え
ば
、野
菜
や
魚
の
名
前

を
挙
げ
な
が
ら
歩
く
、計
算

や
し
り
と
り
を
し
な
が
ら
歩

く
、車
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

の
数
字
を
足
し
算
し
な
が
ら

歩
く
な
ど
。行
う
場
合
は
、転

倒
や
事
故
に
十
分
注
意
を
し

な
が
ら
、安
全
な
場
所
を
選

ん
で
ほ
し
い
。

　

次
に
紹
介
す
る
の
は
、「
口

腔
機
能
改
善
」に
つ
い
て
。高

齢
に
な
る
と
、フ
レ
イ
ル
対
策

が
重
要
に
な
る
。筋
力
等
が

低
下
し
、口
腔
機
能
が
衰
え

る
と
、食
事
が
取
れ
な
く
な

り
、栄
養
状
態
が
悪
く
な
る
。

滑
舌
が
悪
い
、お
茶
や
汁
物
で

む
せ
る
な
ど
の
症
状
が
あ
る

人
は
、「
口
腔
機
能
の
改
善
体
操
」を
行
って

ほ
し
い
。こ
れ
は
、唾
液
腺
の
マッ
サ
ー
ジ
の

他
、舌
や
頬
な
ど
の
運
動
を
す
る
こ
と
で
、ス

ム
ー
ズ
に
食
事
が
取
れ
る
よ
う
に
なっ
た
り
、

誤
嚥
防
止
と
な
る
効
果
が
あ
る
。

　

1
4
8
の
論
文
を
吟
味
し
た
ア
メ
リ
カ

の
研
究
で
、長
生
き
に
影
響
を
与
え
る
要
因

は
、肥
満
の
解
消
、運
動
、禁
煙
と
同
等
以

上
に
、「
人
と
の
つ
な
が
り
」で
あ
る
こ
と
が

分
かっ
た
。健
康
な
生
活
を
送
る
た
め
に
は
、

「
出
か
け
る
場
所
が
あ
る
」「
話
せ
る
仲
間
が

い
る
」と
いっ
た
こ
と
が
大
切
だ
。い
き
い
き

百
歳
体
操
で
は
、近
所
の
公
民
館
な
ど
で
仲

間
た
ち
と
共
に
毎
週
一緒
に
体
操
を
行
って

い
る
。ど
ん
ど
ん
利
用
し
て
、人
と
の
つ
な
が

り
を
増
や
し
、元
気
に
長
生
き
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

　
日
本
人
の
平
均
寿
命
は
世
界
第
２
位
で
、

男
性
は
約
81
歳
、女
性
は
約
87
歳
。し
か

し
、問
題
な
の
は
、介
護
を
受
け
ず
に
自
立

し
て
生
活
で
き
る「
健
康
寿
命
」で
あ
る
。要

介
護
者
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、そ
れ
と

と
も
に
介
護
保
険
料
も
上
が
っ
て
き
て
い

る
。病
気
に
な
れ
ば
、医
療
費
に
加
え
、介
護

保
険
料
の
負
担
が
家
計
を
圧
迫
す
る
。超

高
齢
社
会
が
進
む
中
、誰
も
が
、最
後
ま
で

生
き
生
き
と
過
ご
し
た
い
と
願
って
い
る
。そ

の
た
め
に
は
、健
康
寿
命
を
平
均
寿
命
に
近

づ
け
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
。

　

そ
の一つ
と
し
て
注
目
し
て
ほ
し
い
の
が

「
認
知
症
予
防
」対
策
だ
。高
齢
者
の
認
知

症
は
、今
後
ま
す
ま
す
増
加
す
る
と
予
想

さ
れ
、2
0
2
5
年
に
は
65
歳
以
上
の
３
人

に
１
人
が
認
知
症
や
軽
度
認
知
障
害
に
な

る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

本
日
は
、認
知
機
能
改
善
の
た
め
の
運
動

を
ご
紹
介
す
る
。は
じ
め
に
、ウ
オ
ー
キ
ン
グ

な
ど
の「
有
酸
素
運
動
」。ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の

場
合
は
普
段
歩
く
よ
り
も
少
し
歩
幅
を
大

き
く
し
、早
く
歩
く
こ
と
を
意
識
す
る
こ
と

が
大
切
だ
。次
に
、「
筋
力
ト
レ
ー
ニン
グ
」。い

き
い
き
百
歳
体
操
は
、Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
な
が
ら

座
っ
た
ま
ま
で
も
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
で

き
る
体
操
で
、徳
島
県
下
で
は
現
在
19
市

町
村
、約
4
0
0
カ
所
で
定
期
的
に
開
催

さ
れ
て
い
る
。お
近
く
の
会
場
に
足
を
運
び
、

ぜ
ひ
積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

最
後
に
、「
二
重
課
題
運
動
」に
つい
て
。こ
れ

は
、運
動
課
題
と
認
知
課
題
を
同
時
に
行

い
、認
知
機
能
を
改
善
す
る
も
の
で
あ
る
。

慢性腎炎の対処は 水分を十分摂取
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西
谷
　
真
明

「
ご
存
知
で
す
か
？

 

前
立
腺
の
病
気
の
こ
と
」

講　演

（
川
島
病
院
泌
尿
器
科
医
師
）

伊
藤
　
文
子

「
気
に
な
る
け
ど
言
え
な
い
、

  

聞
け
な
い
女
性
の

  

お
し
っ
こ
の
悩
み
」

講　演

　

前
立
腺
は
男
性
だ
け
に
あ
る
臓
器
で
、そ

の
病
気
も
男
性
特
有
の
も
の
で
あ
る
。最

近
、前
立
腺
肥
大
症
や
前
立
腺
が
ん
の
患

者
数
は
急
速
に
増
加
し
て
い
る
。

　

前
立
腺
は
、膀
胱
の
下
に
あ
る
ク
ル
ミ
く

ら
い
の
大
き
さ
の
器
官
。前
立
腺
の
中
に
は

尿
道
が
通
って
お
り
、病
気
な
ど
に
よって
前

立
腺
に
変
化
が
起
こ
る
と
、排
尿
困
難
・
頻

尿
・
排
尿
痛
・
血
尿
な
ど
の
排
尿
に
関
連
し

た
症
状
を
引
き
起
こ
す
。

　
「
急
性
前
立
腺
炎
」を
発
症
す
る
の
は
、

中
高
年
の
男
性
に
多
い
。こ
の
病
気
は
重
症

化
に
注
意
が
必
要
。発
熱
、排
尿
困
難
が
あ

れ
ば
、早
期
受
診
が
必
要
だ
。治
療
は
、安

静
を
保
ち
な
が
ら
抗
菌
薬
の
投
与
を
行

う
。

　
「
前
立
腺
肥
大
症
」は
、前
立

腺
が
大
き
く
な
る
良
性
の
病
気

で
、自
覚
症
状
と
検
査
の
結
果

を
合
わ
せ
な
が
ら
治
療
方
法
を

選
択
す
る
。手
術
が
必
要
な
場

合
、当
院
で
は
、身
体
へ
の
負
担

の
少
な
い
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ト
レ
ー

ザ
ー
手
術
を
行
って
い
る
。

　
「
前
立
腺
が
ん
」は
、前
立
腺

に
悪
性
腫
瘍
が
で
き
る
病
気

で
、早
期
発
見
に
は
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査

が
有
効
だ
。自
覚
症
状
が
な
く

て
も
50
歳
頃
か
ら
は
定
期
検
診

を
行
い
、早
期
治
療
に
つ
な
げ
て

ほ
し
い
。

慢
性
腎
炎
に
よ
る
腎
機
能
の
衰

え
を
遅
ら
せ
る
方
法
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。（
69
歳
男
性
）

い
き
い
き
百
歳
体
操
の
、認
知

機
能
改
善
編
と
口
腔
機
能
改
善

編
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
配
布
ま
た
は
販
売

は
あ
り
ま
す
か
。（
59
歳
女
性
）

運
動
し
よ
う
と
思
っ
て
い
て

も
な
か
な
か
続
き
ま
せ
ん
。長

く
続
け
ら
れ
る
方
法
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。（
55
歳
女
性
）

嚢
胞
腎
の
こ
と
に
つ
い
て
、遺
伝

性
が
ど
の
程
度
あ
る
の
か
教
え

て
く
だ
さ
い
。（
84
歳
女
性
）

QQ

Q A

QQ
聴
講
者
か
ら
事
前
に
募
っ
た
質
問
に
対
し
、

新
田
、鶯
両
教
授
が
回
答
し
た
。



1
へ
き
地
医
療
の
支
援

①
引
き
続
き
へ
き
地
診
療
所
に
医
師
派
遣
を
行
い
、へ

き
地
に
お
け
る
医
師
確
保
に
貢
献
す
る
。

2
診
療
内
容
の
充
実

①
透
析
患
者
数
の
停
滞
が
予
想
さ
れ
る
中
で
診
療
科

目
の
拡
大
に
努
め
る
。

②
診
療
圏
の
拡
大
な
ど
に
よ
り
外
来
診
療
を
強
化
す
る
。

③
阿
南
川
島
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
の
腎
臓
内
科
外
来
を
強
化

す
る
。

④
藍
住
川
島
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
の
泌
尿
器
科
、腎
臓
内
科

外
来
を
強
化
す
る
。

⑤
各
分
野
で
、よ
り
専
門
性
の
高
い
診
療
を
提
供
す
る
。

3
透
析
患
者
の
確
保

①
医
療
支
援
課
を
発
足
し
て
通
院
支
援
を
強
化
し
、外

来
透
析
患
者
の
利
便
性
の
向
上
に
努
め
る
。

4
川
島
病
院
の
新
築
移
転

①
安
全
性
や
効
率
性
を
確
保
す
る
た
め
、川
島
透
析
ク

リ
ニ
ッ
ク
隣
接
地
に
お
い
て
新
病
院
建
築
に
向
け
設

計
を
完
成
し
新
築
工
事
に
着
手
す
る
。

②
川
島
病
院
の「
理
念
」、「
基
本
方
針
」に
則
り
、適
切

な
運
用
が
で
き
る
施
設
と
す
る
。

③
発
生
確
率
の
高
い
南
海
ト
ラ
フ
ト
地
震
に
対
応
で
き

る
免
震
構
造
と
し
、災
害
発
生
後
も
地
域
医
療
の
継

続
を
可
能
と
す
る
。

④
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
最
先
端
医
療
機
器
を
導
入
し
、地
域

医
療
の
発
展
向
上
に
寄
与
す
る
。

⑤
既
存
の
川
島
透
析
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
統
合・連
結
す
る
こ

と
に
よ
り
、人
工
透
析
治
療
を
行
う
患
者
に
対
し
、

よ
り
適
切
な
医
療
を
提
供
す
る
。

⑥
誰
に
も
分
か
り
や
す
い
施
設
・
設
備
配
置
と
し
、患

者
、業
者
、職
員
等
の
異
動
が
適
切
に
行
え
る
施
設

と
す
る
。

⑦
光
と
風
を
適
切
に
管
理
し
、患
者
、職
員
等
が
快
適

に
過
ご
せ
る
施
設
と
す
る
。

⑧
敷
地
概
要
等 

　

計
画
地
：
徳
島
県
徳
島
市
北
佐
古一
番
町
13
番
66
番
他

　

敷
地
面
積
：
約
1
5
、0
0
0
㎡

　

用
途　
　

：
病
院（
1
2
3
床
）

　

延
べ
面
積
：
約
1
2
、7
0
0
㎡

　

高
さ　
　

：
約
34
m

　

規
模　
　

：
地
上
7
階
搭
屋
1
階

　

構
造　
　

：
免
震
構
造（
中
間
免
震
）、鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
、鉄
骨
造

5
歯
科
診
療
に
よ
る
患
者
ケ
ア
の
充
実
化

①
全
身
疾
患
を
有
す
る
患
者
の
歯
科
治
療
を
実
施
す

る
。

②
入
院
患
者
の
口
腔
ケ
ア
と
摂
食
嚥
下
障
害
へ
の
対
応

を
行
う
。

6
職
員
数
の
確
保

①
円
滑
な
業
務
執
行
の
た
め
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を

活
用
し
適
切
な
職
員
数
の
確
保
を
行
う
。

7
災
害
対
策
活
動
、

　
医
療
事
故
防
止
活
動
の
積
極
的
推
進

①
透
析
患
者
の
高
齢
化
に
伴
い
、増
加
が
想
定
さ
れ
る

透
析
中
の
抜
針
事
故
防
止
対
策
の
強
化
を
図
る
。

②
医
療
事
故
防
止
の
た
め
、勉
強
会
の
開
催
等
を
通
じ

職
員
の
技
術・能
力
の
向
上
を
図
る
。

③
大
規
模
震
災
を
想
定
し
て
の
定
期
的
対
応
訓
練
及

び
災
害
に
備
え
て
の
準
備
を
実
施
す
る
。

④
各
種
手
順
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
周
知
徹
底
及
び
実
行
を

促
進
す
る
。

⑤
対
策
月
間
設
定
等
に
よ
る
全
職
員
に
対
す
る
啓
発
、

教
育
を
強
化
し
充
実
さ
せ
る
。

⑥
震
災
対
策
会
議
を
開
催
し
内
容
を
一
層
充
実
さ
せ

る
。

8
教
育・研
究
活
動
の
強
化
と
支
援

①
新
入
職
員
、中
堅
職
員
、途
中
入
職
職
員
へ
の
教
育

内
容
を
充
実
さ
せ
る
。

②
Ｋ
Ｈ
Ｇ
と
関
連
の
あ
る
分
野
の
全
国
規
模
の
学
会
、

研
究
会
へ
の
積
極
的
参
加
を
奨
励
し
支
援
す
る
。

③
Ｋ
Ｈ
Ｇ
と
関
連
の
あ
る
分
野
の
研
修
会
、講
演
会
、セ

ミ
ナ
ー
へ
の
参
加
を
奨
励
す
る
。

④
院
内
学
習
会
を
定
期
的
に
実
施
し
、部
署
ご
と
の
勉

強
会
、抄
読
会
を
頻
繁
に
実
施
す
る
。

⑤ 
部
署
目
標
、委
員
会
目
標
の
中
間
及
び
年
度
末
フ
ォ

ロ
ー
に
よ
る
達
成
度
評
価
を
行
い
、改
善
の
た
め
の

指
導
を
実
施
す
る
。

⑥ 
部
署
、委
員
会
に
お
け
る
研
究
及
び
活
動
テ
ー
マ
発

表
会
を
実
施
す
る
。

⑥ 
業
務
上
有
用
な
資
格
の
積
極
的
取
得
の
推
進
と
支

援
を
実
施
す
る
。

9
地
域
社
会
と
の
交
流
や

　
関
連
施
設
と
の
連
携
の
強
化

①
健
康・福
祉
フ
ェ
ス
タ
を
実
施
し
内
容
を一
層
充
実
さ

せ
る
。

②
震
災
対
策
会
議
を
開
催
し
内
容
を
一
層
充
実
さ
せ

る
。（
再
掲
）

③
広
報
誌
を
継
続
発
行
し
内
容
を一
層
充
実
さ
せ
る
。

④
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
を
充
実
さ
せ
タ
イ
ム
リ
ー
に

更
新
す
る
。

 10
病
院
、ク
リ
ニ
ッ
ク
で
、具
体
的
な
2
0
1
9
年

度
事
業
計
画
を
策
定
す
る
。　
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2019年度 事業計画
川島ホスピタルグループ 写真で見る川島ホスピタルグループ行事

2018-2019
Photo Report
● 健康・福祉フェスタ　● とくしまマラソン
● 阿波踊り　● 慰安旅行  ・タイ  ・ 石垣島
● 部活・サークル紹介 
 　・ バレーボール  ・ バドミントン　・太極拳
● BBQ
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た
く
さ
ん
の
方
々
が
来
場
さ

れ
る
中
、ス
テ
ー
ジ
で
は
川
島

先
生
の
挨
拶
に
始
ま
り
、徳
島

ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
、ヴ
ォ
ル
タ
く
ん

が
登
場
し
、会
場
を
盛
り
上
げ

ま
し
た
。ま
た
、和
太
鼓
演
奏
、

コ
ー
ラ
ス
、ラ
イ
ブ
、ヒ
ー
ロ
ー

シ
ョ
ウ
、鼓
笛
隊
に
よ
る
演
奏
で

は
、幅
広
い
層
の
方
々
に
ス

テ
ー
ジ
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

た
と
思
い
ま
す
。

　
ま
ん
ぷ
く
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

肉
ま
ん
、塩
焼
き
そ
ば
、フ
ラ
イ

ド
ポ
テ
ト
、フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、

お
で
ん
、ぜ
ん
ざ
い
、う
ど
ん
、

さ
ら
に
は
恒
例
の
お
も
ち
な
ど

様
々
な
食
べ
物
が
出
店
さ
れ
て

お
り
、参
加
者
も
笑
顔
で
お
食

事
を
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

近
年
人
気
を
集
め
て
い
る
子
ど

も
お
仕
事
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は

白
衣
を
は
お
り
、本
物
の
医
師
・

看
護
師
・
薬
剤
師
さ
な
が
ら
の

診
察
や
看
護
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。特
に
人
気
だ
っ
た
の
は
薬
剤

師
の
指
導
の
下
、子
ど
も
た
ち

が
お
菓
子
を
調
剤
す
る
こ
と
が

楽
し
か
っ
た
よ
う
で
す
。健
康
相

談
コ
ー
ナ
ー
で
は
、患
者
さ
ん

や
そ
の
ご
家
族
だ
け
で
な
く
地

域
の
方
々
な
ど
多
く
の
方
が
悩

み
を
相
談
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
を
機
に
自
分
の
身
体
や
健

康
を
見
直
す
き
っ
か
け
に
な
れ

ば
と
考
え
ま
す
。

　
健
康
フ
ェ
ス
タ
に
参
加
い
た

だ
く
事
で
ス
タ
ッ
フ
と
患
者
さ

ん
や
そ
の
ご
家
族
、さ
ら
に
は

地
域
の
方
々
と
の
間
に
交
流
が

生
ま
れ
、よ
り
地
域
に
親
し
ま

れ
る
病
院
で
あ
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
　
　
看
護
師
／
有
井
麻
奈
実

2018．11．11（日）第21回川島病院健康・福祉フェスタが開催
されました。今回は、天気もよくポカポカと暖かい陽気の中、た
くさんの方々にご参加いただき、過去最高の入場者数でした。

!"#$%!"#&''()*+*',-.*/+

健康・福祉フェスタ
第21回

健康・福祉フェスタ
第21回
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川島会 遊走会
とくしまマラソン 2019
川島会 遊走会

山本 雅子 （クラーク）
今回は悪天候の中を応援してもらい、力をもらいまし
た。何度もくじけそうになりましたが、声援にこたえてな
んとか完走できました。ありがとうございました。

とくしまマラソン 2019

27

細谷 陽子 （臨床工学技士）
寒すぎて初リタイアしました。

悪天候の中の応援、ありがとうございました。

澁谷 正和 （医療支援課）
楽しく走れました。

応援ありがとうございました。

萩原 雄一 （臨床工学技士）
晴天、曇天、暴風雨とあらゆる
天気での42.195㎞でした。

名倉 香織 （看護助手）
悪天候の中での初フルマラソンとな
りましたが、無事完走できました。
応援ありがとうございました。

佐木山 薫
 （診療放射線技師）
来年は歩くことなく
完走目指します

安田 佳恵 （看護師）
スタート前や沿道でたくさんの応
援いただき、完走できました。

岩瀬 俊 （医師）
体調も含めひどい状況での

マラソン参加でしたが、多くの方に
声援を頂き完走できました。

島 健二 （医師）
残り10ｋｍ霰混じりの雨の中、歩いたり走ったりで田
宮街道までたどりつき、６時間のペースメーカーに抜
かれそうになって最後の力を振り絞ってゴールインし
た。お蔭で、85-89歳の部で優勝（5時間52分57秒）の

賞状をいただいた。

横内 義憲 （診療放射線技師）
途中の暴風雨とその後の風で体温を持っていかれ、
完全に心が折れましたが沿道にいたかわいらしいミ
ニオンの帽子をかぶった川島病院応援隊に力をもら
い、なんとか完走（完歩き）することができました。来年
も気力が続く限りチャレンジしようと思います。

溝渕 卓士  （診療放射線技師）
マラソン途中雨風で大変な状況
でしたが、たくさんの応援のおか
げで無事ゴールできました。

多田 浩章 （臨床検査技師）
皆さんの声援のおかげで、
無事ゴールできました。

本城 葉月 （医療事務）
天候が悪く何度か諦めかけました
が、多くの方の応援で無事完走す

ることが出来ました。
ありがとうございました。

猪龍 浩司 （診療放射線技師）
毎年応援ありがとうございます。
応援のおかげで完走できます。

松浦 香織 （管理栄養士）
暴風雨と霰で2度心が折れかけましたが、

多くの方の声援がパワーとなりゴールできました！
露口 達也

（臨床工学技士）

追い風参考です

長野 圭吾 （臨床工学技士）
厳しい42kmでしたが、多くの方の応援
で無事完走することが出来ました。

ありがとうございました。

田村 徹也  （相談渉外室）
みぞれで、体が冷えて5キロほど歩いてしまいました。
しかし、応援のおかげで粘ってゴールできました。

麻 裕文 （臨床工学技士）
今年も楽しく走れました。

マ
ラ
ソ
ン
を
始
め
て
４
年
目
で
す

マ
ラ
ソ
ン
を
始
め
て
４
年
目
で
す
。最
初
に
参
加

し
た
大
会
は
、徳
島
市
の「
阿
波
吉
野
川
マ
ラ
ソ

ン
」で
10
キ
ロ
、最
後
ま
で
歩
く
こ
と
な
く
完
走

し
た
こ
と
で
満
足
し
た
大
会
で
し
た
。

あ
れ
か
ら
４
年
、す
っ
か
り
マ
ラ
ソ
ン
に
は
ま
っ

て
い
ま
す
。練
習
は
平
日
の
夕
方
、仕
事
が
終

わ
っ
て
か
ら
の
30
分
、そ
し
て
休
日
午
前
中
の
１

時
間
〜
1
時
間
半
が
基
本
で
す
。週
末
は
県
外
の

大
会
に
も
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。ハ
ー

フ
の
大
会
を
中
心
に
、プ
チ
観
光
を
兼
ね
て
の
参

戦
で
す
。初
め
て
の
土
地
で
、沿
道
の
応
援
を
受

け
、マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
の
景
色
と
エ
イ
ド
コ
ー

ナ
ー
を
楽
し
み
な
が
ら
走
る
の
も
よ
い
思
い
出

に
な
り
ま
す
。

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
の
初
参
加
は
、と
く
し
ま
マ
ラ
ソ

ン
で
す
。４
回
目
、2
0
1
9
年
の
と
く
し
ま
マ

ラ
ソ
ン
は
、風
、雨
、嵐
の
中
、５
時
間
７
分
で
し

た
。次
回
は
5
時
間
切
り
が
目
標
で
す
。

マ
ラ
ソ
ン
の
記
録
更
新
に
は
日
頃
の
練
習
、そ
し

て
ケ
ガ
を
し
な
い
、病
気
に
な
ら
な
い
、疲
れ
を

た
め
な
い
な
ど
の
健
康
管
理
も
重
要
で
す
。加
齢

に
よ
る
筋
力
低
下
、持
久
力
低
下
に
抵
抗
し
な
が

ら
、こ
れ
か
ら
も
マ
ラ
ソ
ン
に
挑
戦
し
ま
す
。

検査室 室長
髙松 典通

!"#$%!"#&''()*+*',-.*/+
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今
年
も
娯
茶
平
さ
ん
に
踊
り
方
を
、一
か
ら

ご
指
導
い
た
だ
き
、８
月
12
日
総
勢
1
3
3

名
で
、藍
場
浜
演
舞
場
と
紺
屋
町
演
舞
場

に
笑
顔
を
振
り
撒
い
て
き
ま
し
た
。

ま
た
来
年
も
さ
ら
に
練
習
を
積
ん
で
、笑

顔
あ
ふ
れ
る
踊
り
を
披
露
で
き
る
よ
う
に

頑
張
り
た
い
で
す
。理

学
療
法
士
／
宮
本 
智
彦

徳島で毎年開催されている「阿波おどり」の楽しみ方は、多種多様！
今年で発足9年目となる川島病院連。

川島病院連 阿波おどり
!"!#$#%&

!"#$%!"#&''()*+*',-.*/+

!"!#$#%&!"!#$#%&

!"#$%!"#&''()*+*',-.*/+

今年も頑張ります

足の蹴り上げがステキ！

今年で発足9年目となる川島病院連。

初めて下駄を履いて。

立てるかな？

職員食堂にて出陣式、

掛け声練習もバッチリ　

16:50　

お囃子に合わせて、

腰がだんだん高くなる～

病院前で初踊り、飛鳥の入居者さんや入院患者さんも応援に来てくれました。

17:00　

藍場浜演舞場
今年初めての職員は観客の

多さにビックリ！緊張の中も

笑顔を忘れず踊り切りました

紺屋町演舞場
はじめは下駄で歩けるかも

不安でしたが、上手に

蹴り上げられていますね。

踊り終えた安堵の気持ちと、

少しの寂しさと。

!"#$%

!&#'%

$%#!%
$%#!%

集合写真

水口理事長、本藤副院長。
踊り終えてもポーズは
ヤットサーですよね。　



37 36

バンコク
T H A IL A ND

BANGKOK石垣島
OK IN AWA
ISHIGAKI  ISK AND

初めての慰安旅行、
タイの首都バンコクに行ってきました！

慰安旅行国内組は南国・石垣島!!!

梅雨の石垣島へ行ってきました。初日は生憎の曇り空。しかしやっぱり
南国、暑い!!!何より湿度がすごくて汗だくでした（笑）暑い～!!!と言いな
がら、初日はみんなで川平湾や鍾乳洞へ行ってきました。川平湾ではグ
ラスボードに乗ってウミガメ探しへ♪しかし…結局ウミガメには出会え
ず…残念でした。それでもやっぱり海の透明度の違いに驚くとともにと
ても感動しました。鍾乳洞にはなんとトトロが…笑）夜はみんなで石垣
島の郷土料理を食べながら三線・八重山踊り♪
2日目の朝は天気も良く、フリーだったので私たちは竹富島に水牛車に
乗りに行ってきました♪♪♪私たちを乗せてくれた水牛の琉太くん、
とってもイケメン水牛でした!!その後は石垣島に戻って島内めぐりをし
てたのですが、やっぱり梅雨。急なスコールにあってしまいました。青空
のビーチに行けなかったのは残念でしたが、その分美味しいものをた
くさん食べに行ってきました。八重山そばに石垣牛バーガー、石垣牛の
焼肉、ミルミル本舗のアイスクリーム。どれもすごく美味しかったです!!
あっという間の2泊3日でしたが、とても楽しい慰安旅行でした!!!お土
産に買ったパイナップルやお酒も美味しくて、いっぱい買ったのにペロ
リと食べてしまいました。
石垣島は何度も訪れたくなるような魅力がいっぱいなところでした。ま
た家族で行きたいと思えた素敵な旅になりました。

看護師　井上 愛

Kawa shima Hospi ta l  Comfor t  Trave l  2019

熱帯地方に位置し、五月は暑季。スワンナプーム国際空港から一歩外に出ると、日
本とは異なる蒸暑い熱気が、高揚感と開放感を感じさせます。
三泊四日で、世界遺産のアユタヤ遺跡や寺院、王宮観光、週末／ナイトマーケッ
ト、繁華街でショッピングなど、楽しみをいっぱい詰め込みました。フォトジェニッ
クな寺院として有名なワット・パクナムは、まるで天上世界のような幻想的な空間
で、定年間近の先輩とインスタ映えな写真を撮ることができました。
二日目の夜は、皆で中華料理を食べました。上海蟹のカレーが美味しかったです。
食後に行った古式マッサージでは、店員さんがタイ語でくすくす話しているのを、
意味も分からず聴きながら、微睡むのが心地良かったです。
その他、行先を告げる前にタクシーが走り出したり、添乗員さんに止められたけど
屋台のココナッツジュースを飲んでみたり、靴が壊れて市場で急遽探す羽目になっ
たり、地下鉄の改札に戸惑っていたら若いカップルが教えてくれたり、定年間近の
先輩がマンゴー・タンゴを気に入ったため二回も行ったり、結局タクシーで目的地
と異なるところに降ろされたり、ホテルのバーでカルボナーラを食べたり、そして、
どうしても乗りたかった「ソウさん」にも乗れて、タイを満喫できました。
一番の思い出は、ニューハーフショー鑑賞後、かっこいい男の娘二人に囲んでも
らったことです。将来はきっとトップダンサーになるんだろうな。私も明日から仕事
頑張ろうと思いました。

臨床検査技師　正木 千晶

Kawa shima Hospi ta l  Comfor t  Trave l  2019
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挑
戦

2
0
1
5
年
6
月
よ
り
職
員
の
運
動
不
足
解

消
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
向
上
を
目
的
と

し
て
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
を
結
成
以
降
、年
間

3
回
行
わ
れ
て
い
る
徳
島
県
実
業
団
連
盟
主

催
の
ミ
ッ
ク
ス
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
に
継
続

し
て
出
場
し
て
い
ま
す
。※
結
果
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
ス
タ
ッ
フ
ブ
ロ
グ
を
ご
覧
下
さ
い
。

川
島
会
初
め
て
の
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー

ム
を
結
成
し
、川
島
会
長
は
じ
め
職
員
、家
族

の
支
え
も
あ
り
、2
0
1
9
年
7
月
26
日
〜

7
月
28
日
に
行
わ
れ
た
第
71
回
全
日
本
9
人

制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
実
業
団
女
子
選
手
権
大
会

に
徳
島
県
代
表
女
子
チ
ー
ム
と
し
て
出
場
し

て
き
ま
し
た
。

遠
方
よ
り
足
を
運
ん
で
下
さ
っ
た
方
々
の
応
援
は

非
常
に
心
強
く
、大
変
励
み
に
な
り
ま
し
た
。

全
国
大
会
の
会
場
に
チ
ー
ム
紹
介
と
し
て『
川
島

会
』と
ア
ナ
ウ
ン
ス
さ
れ
試
合
が
始
ま
り
ま
し
た

が
、全
国
の
壁
は
非
常
に
厚
く
、と
て
も
高
い
も
の

で
し
た
。ど
の
試
合
も
点
を
取
る
こ
と
の
難
し
さ

を
痛
感
し
ま
し
た
。他
県
の
実
業
団
チ
ー
ム
と

戦
っ
た
り
、白
熱
し
た
プ
レ
ー
を
間
近
で
観
戦
出

来
た
り
し
た
こ
と
は
、今
後
の
川
島
会
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
に
と
っ
て
貴
重
な
経
験
と
な
り
、嬉
し

く
思
い
ま
す
。ま
た
近
県
チ
ー
ム
と
の
交
流
も
深

め
る
こ
と
も
出
来
、近
日
に
練
習
試
合
等
の
計
画

も
予
定
し
て
い
ま
す
。

現
在
、川
島
会
バレ
ー
ボ
ー
ル
部
に
は
男
女
合
わ

せ
て
35
名
ほ
ど
の
職
員
が
在
籍
し
、職
員
家
族
も

一
緒
に
参
加
し
て
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。毎
週
水

曜
日
20
時
か
ら
22
時
ま
で
仕
事
の
疲
れ
も
忘
れ
、

和
気
あ
い
あ
い
、笑
い
多
し
で
練
習
し
て
い
ま
す
。

県
内
の
企
業
チ
ー
ム
と
の
練
習
試
合
も
行
い
交
流

を
深
め
た
り
、今
回
の
よ
う
に
全
国
大
会
へ
も
挑

戦
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

今
年
で
結
成
4
年
目
、川
島
会
バレ
ー
ボ
ー
ル
部

の
顔
も
県
内・県
外
へと
広
が
り
ま
し
た
。

職
場
で
も
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
大
切
に
し
、ス
ム
ー

ズ
な
環
境
作
り
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。新
入
職
員

も
バレ
ー
ボ
ー
ル
部
に
参
加
し
、良
い
汗
を
か
き

な
が
ら
他
部
署
の
職
員
と
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
取
れ
る
環
境
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
川
島
会
バレ
ー
ボ
ー
ル
部
の
応
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
ク
ラ
ー
ク
／
藤
澤 

真
弓

部活 ・ 
サークル紹介川島会バレーボール部

KAWASHIMAKAI VOLLEYBALL CLUB

2019年7月26日(金)　
開会式：愛媛県総合運動公園体育館
2019年7月27日(土)　
予選リーグ：愛媛県伊予市民体育館
・花王コスメ小田原(神奈川県) 2-0 川島会
・川之江バレーボール同好会(愛媛県) 2-0 川島会
2019年7月28日(日)　
強化トーナメント：愛媛県伊予市民体育館
・菜果(兵庫県) 2-0 川島会

結　果

CLUB・CIRCLE   INTRODUCTION

2018-2019  Photo Report
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島
健
二
名
誉
院
長
が
発
起
人
と
な
り
、

2
0
1
8
年
4
月
よ
り
活
動
を
開
始
し
ま

し
た
。現
在
12
名
が
在
籍
し
て
お
り
、平
均

年
齢
は
若
干（
？
）高
め
で
す
が
、み
ん
な
健

康
の
た
め
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

講
師
の
盛
下
の
ぶ
子
先
生
は
、い
つ
も
ハ
ツ

ラ
ツ
と
し
て
い
て
笑
顔
の
素
敵
な
先
生
で

す
。物
覚
え
の
悪
い
私
た
ち
に
も『
他
の
教

室
よ
り
上
達
が
早
い
で
す
よ
。』と
ほ
め
て

下
さ
り
、い
つ
も
優
し
く
教
え
て
く
れ
ま
す
。

最
初
の
1
年
間
は「
入
門
太
極
拳
」と
言
わ

れ
る
太
極
拳
の
入
門
編
を
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、今
年
度
か
ら
は「
初
級
太
極

拳
」が
始
ま
り
、さ
ら
に
難
し
い
動
き
が
加

わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。最
初
は
先
生
の
動
き

を
真
似
す
る
こ
と
に
必
死
で
し
た
が
、次
第

に
頭
で
次
の
動
き
を
考
え
な
が
ら
体
を
動

か
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。こ
の
意
識
運
動
が
脳
の
活
性
化
に
役

立
ち
、「
ボ
ケ
防
止
」や「
若
さ
の
保
持
」に
効

果
が
あ
る
そ
う
で
す
。

太
極
拳
サ
ー
ク
ル
は
毎
月
第
1・3
金
曜
日

に
開
催
し
て
い
ま
す
。健
康
の
た
め
に
、ス
ト

レ
ス
解
消
の
た
め
に
、ぜ
ひ
一
緒
に
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

管
理
栄
養
士
／
原 

恵
子

日
頃
の
運
動
不
足
と
職
員
間
の
交

流
を
深
め
る
た
め
、徳
島
市
立
体

育
館
に
て
月
に
1
回
、バ
ド
ミ
ン
ト

ン
サ
ー
ク
ル
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

近
年
の
健
康
ブ
ー
ム
で
運
動
す
る

人
口
が
増
え
、体
育
館
の
予
約
も

取
り
づ
ら
い
状
況
で
す
が
、施
設
確

保
が
で
き
な
い
と
き
に
は
懇
親
会

や
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
開
催
す
る

な
ど
、親
睦
を
深
め
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
新
入
職
の
方
が
5
名
入

会
し
て
く
れ
ま
し
た
。入
職
し
た
ば

か
り
で
の
勤
務
は
緊
張
や
不
安
も

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、サ
ー
ク
ル
活

動
で
の
絆
が
仕
事
の
連
携
に
つ
な

が
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

と
く
に
成
績
を
残
す
こ
と
は
な

く
、和
気
あ
い
あ
い
と
自
由
に
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
を
し
て
い
る
サ
ー
ク
ル
な

の
で
、「
部
」への
昇
格
の
道
の
り
は

果
て
し
な
く
遠
い
で
す
が
、近
頃
は

坂
東
先
生
に
正
式
な
ル
ー
ル
を
教

え
て
い
た
だ
く
機
会
も
あ
り
、レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
し
て
い
つ
か
は
大
会
に
出

場
？！
な
ど
と
い
う
こ
と
も
夢
に
見

た
り
し
つ
つ
、今
後
も
楽
し
く
活
動

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

医
事
課
／
福
井 

美
香

川島会ᄥᭂᜣサークル
KAWASHIMAKAI TAI CHI CIRCLE

川島会バࡦ࠻ࡦࡒ࠼サークル
KAWASHIMAKAI BADMINTON CIRCLE

CLUB・CIRCLE   INTRODUCTION

川島病院では職員とその家族らが、親睦を深める事を目的と
し毎年バーベキュー大会を開催しています。会場は美馬市
“四国三郎の郷”。川島病院から車で1時間程の場所にあり、送
迎バスも利用できます。久々にバスに乗る職員や家族は、遠
足気分でウキウキしながら会場に向かいました。
去年は残念ながら、台風の直撃で中止になってしまい2年ぶ
りの開催です。参加は大人118人、小中学生22名、幼児26名
の合計166名と大人数です。天気は雨予報ではありましたが、
殆ど降る事なく曇り空の為に、子ども達は野外でも遊べ、しゃ
ぼん玉や水風船を楽しみました。
皆で楽しく話しながら「焼き奉行」がジュージュー。そして美味
しいお肉を食べ、よく冷えたお酒やジュースを飲み、会話も弾
み、夏を満喫出来た最高に楽しい時間となりました！沢山食
べた後は、会長とのじゃんけん大会やスイカ割りなど子ども
から大人まで存分に楽しんでいました。
普段はそれぞれ様々な部署で働く職員達ですが、バーベ
キュー大会を通じて交流が生まれ、また新たな繋がりも出来
ました。また来年の開催を楽しみにしています。

BBQBBQ
PARTYPARTY

S H I K O K U  S A B U R O  N O  S A T O

201 9

臨床検査技師／中岡 加奈子
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川島ホスピタルグループ

■プロフィール
■医師・職員取得資格
■医師・職員院外団体等役職
■職員数
■座長､司会等
■診療統計等
■治験、製造販売後臨床試験

広報委員/服部 和代（総務）

42

主な行事

!"#$
!"#%

4月 入職式
新入職員オリエンテーション
歓迎会
川島ホスピタルグループ研究・活動テーマ発表会

6月 ＫＨＧ懇親会

8月 川島病院連　阿波踊り参加

1月 防災訓練

2月 第17回川島ホスピタルグループ震災対策会議

12月 忘年会

7月 第9回市民公開講座
職員親睦バーベキュー大会

3月 とくしまマラソン
ＫＨＧ懇親会

2018年9月～2019年8月

9月 ＫＨＧ懇親会

11月
広報誌16号発行
第21回健康・福祉フェスタ

5月 職員親睦旅行・海外（タイ）（5月）
職員親睦旅行・国内（石垣島）（5月～6月）
ＫＨＧ懇親会



川島病院のプロフィール（2019年9月1日現在）
■標榜科目

内科、腎臓内科（人工透析・腎移植）、泌尿器科（人工透析・腎移植）、循環器内科、循環器外科、糖尿病内科、消化器内科、呼吸器内科、放射線科、
リハビリテーション科、歯科、歯科口腔外科、麻酔科、血管外科、脳神経外科、皮膚科
　
■指定

保険医療機関、救急告示、生活保護法、原子爆弾被爆者指定、労災保険指定、自立支援医療機関（更生医療指定）、感染症法38条指定、難病医療指定、
DPC対象、介護保険法、特定健診

■届出事項

初診料（歯科）の注1に掲げる基準、歯科外来診療環境体制加算1、急性期一般入院基本料4、診療録管理体制加算 １、医師事務作業補助体制加算 １ 
区分２0：１、急性期看護補助体制加算25対1（看護補助者5割以上）夜間急性期看護補助体制加算30対1、夜間看護体制加算、療養環境加算、栄養サ
ポートチーム加算、医療安全対策加算 区分２、感染防止対策加算２、病棟薬剤業務実施加算1、データ提出加算 区分2（ロ：200床未満）デ－タ評価加算、
認知症ケア加算（加算2）、入院時食事療養／生活療養（１）、糖尿病合併症管理料、移植後患者指導管理料（臓器移植後）、糖尿病透析予防指導管理料、
夜間休日救急搬送医学管理料の注3に掲げる救急搬送看護体制加算、ニコチン依存症管理料、がん治療連携指導料、薬剤管理指導料、医療機器安全管
理料 １、歯科治療総合医療管理料、在宅患者歯科治療総合医療管理料、在宅血液透析指導管理料、在宅持続陽圧呼吸療法指導管理料の注2に掲げる
遠隔モニタリング加算、持続血糖測定器加算及び皮下連続式グルコース測定、歯科訪問診療科の注１３に規定する基準、抗HLA抗体（スクリーニング検査）
及び抗HLA抗体（抗体特異性同定検査）、検体検査管理加算（Ⅰ）、検体検査管理加算（Ⅱ）、時間内歩行試験、ヘッドアップティルト試験、画像診断管理加算
2、ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影、冠動脈CT撮影加算、心臓MRI撮影加算、無菌製剤処理料、心大血管疾患リハビリテーション料（Ⅰ）、脳血管疾患等リハビリテー
ション料（Ⅲ）／廃用症候群リハビリテーション料（Ⅲ）、運動器リハビリテーション料（Ⅱ）、呼吸器リハビリテーション料（Ⅱ）、歯科口腔リハビリテーション料 ２、透
析液水質確保加算及び慢性維持透析濾過加算、人工腎臓（慢性維持透析を行った場合1）、下肢末梢動脈疾患指導管理加算、導入期加算2及び腎代替
療法実績加算、ＣＡＤ／ＣＡＭ冠、ペー
スメーカー移植術及びペースメーカー交
換術、ペ－スメ－カ－移植術及びペ－
スメ－カ交換術（リ－ドレスペ－スメ－カ
－）、大動脈バルーンパンピング（ＩＡＢＰ
法）、体外衝撃波胆石破砕術、体外衝
撃波腎尿管結石破砕術、同種死体腎
移植術、生体腎移植術、輸血管理料
Ⅱ、輸血適正使用加算、麻酔管理料
（Ⅰ）、クラウン・ブリッジ維持管理料

■施設認定

日本泌尿器科学会専門医教育施設、
日本透析医学会認定施設、日本腎臓
学会研修施設、日本糖尿病学会認定
教育施設、日本循環器学会認定循環
器専門医研修施設、日本高血圧学会
専門医認定施設、日本心血管インター
ベンション治療学会研修関連施設、日
本腹膜透析医学会教育研修医療機
関、日本甲状腺学会認定専門医施設、
日本アフェレシス学会認定施設、浅大
腿動脈ステントグラフト実施施設

■その他

地域連携室　

鴨島川島クリニックのプロフィール（2019年9月1日現在）
■標榜科目

内科、人工透析内科

■指定

保険医療機関、生活保護法、原子爆弾被爆者指定、自立支援医療機関（更生医療指定）、
労災保険指定、感染症法38条指定、難病医療指定

■届出事項

がん治療連携指導料、透析液水質確保加算及び慢性維持透析濾過加算、人工腎臓（慢性維持透析を行った場合1）、
下肢末梢動脈疾患指導管理加算、導入期加算2及び腎代替療法実績加算

鳴門川島クリニックのプロフィール（2019年9月1日現在）
■標榜科目

内科、人工透析内科

■指定

保険医療機関、生活保護法、原子爆弾被爆者指定、自立支援医療機関（更生医療指定）、
労災保険指定、感染症法38条指定、難病医療指定

■届出事項

がん治療連携指導料、透析液水質確保加算及び慢性維持透析濾過加算、人工腎臓（慢性維持透析を行った場合1）、
下肢末梢動脈疾患指導管理加算、導入期加算2及び腎代替療法実績加算

脇町川島クリニックのプロフィール（2019年9月1日現在）
■標榜科目

人工透析内科、糖尿病内科

■指定

保険医療機関、生活保護法、原子爆弾被爆者指定、自立支援医療機関（更生医療指定）、
労災保険指定、感染症法38条指定、難病医療指定

■届出事項

在宅血液透析指導管理料、がん治療連携指導料、透析液水質確保加算及び慢性維持透析濾過加算、
人工腎臓（慢性維持透析を行った場合1）、下肢末梢動脈疾患指導管理加算、導入期加算2及び腎代替療法実績加算

藍住川島クリニックのプロフィール（2019年9月1日現在）
■標榜科目

血液透析内科、内科、循環器内科、糖尿病内科、泌尿器科、腎臓内科

■指定

保険医療機関、生活保護法、原子爆弾被爆者指定、自立支援医療機関（更生医療指定）、
労災保険指定、感染症法38条指定、難病医療指定

■届出事項

人工腎臓（慢性維持透析を行った場合1）、下肢末梢動脈疾患指導管理加算、導入期加算1、ＣＴ撮影、透析液水質確保加算及び慢性維持透析濾過加算、がん治療連携指導料

川島透析クリニックのプロフィール（2019年9月1日現在）
■標榜科目

内科、人工透析内科

■指定

保険医療機関、生活保護法、原子爆弾被爆者指定、自立支援医療機関（更生医療指定）、
労災保険指定、感染症法38条指定、難病医療指定

■届出事項

がん治療連携指導料、透析液水質確保加算及び慢性維持透析濾過加算、人工腎臓（慢性維持透析を行った場合1）、下肢末梢動脈疾患指導管理加算、
導入期加算2及び腎代替療法実績加算

阿南川島クリニックのプロフィール（2019年9月1日現在）
■標榜科目

内科、人工透析内科、腎臓内科

■指定

保険医療機関、自立支援医療機関（更生医療指定）、生活保護法、原子爆弾被爆者指定、労災保険指定、
感染症法38条指定、難病医療指定、特定健診

■届出事項

透析液水質確保加算及び慢性維持透析濾過加算、人工腎臓（慢性維持透析を行った場合1）、下肢末梢動脈疾患指導管理加算、導入期加算2及び腎代替療法実績加算
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日本内科学会認定内科医 川島　周 島　健二 水口　潤 西内　健 岡田　一義 宮本　弘 
 長瀬　教夫 木村　建彦 小松　まち子 橋詰　俊二 野間　喜彦 高森　信行
 宮　恵子 長田　淳一 曽根　佳世子 岩瀬　俊 東　博之 島　久登 
 田代　学 井上　朋子 坂東　弘康 

日本内科学会総合内科専門医 岡田　一義 長瀬　教夫 木村　建彦 橋詰　俊二 宮　恵子 東　博之 
 田代　学 井上　朋子

日本内科学会研修指導医 坂東　弘康 

日本透析医学会透析専門医 川島　周 水口　潤 岡田　一義 川原　和彦 横田　成司 西谷　真明
 島　久登 田代　学 井上　朋子    

日本透析医学会指導医 水口　潤 岡田　一義 川原　和彦   

日本腎臓学会腎臓専門医 水口　潤 岡田　一義 川原　和彦 島　久登 田代　学 井上　朋子 

日本腎臓学会認定指導医 水口　潤 岡田　一義 川原　和彦 島　久登   

日本臨床腎移植学会腎移植認定医 水口　潤     

日本移植学会移植認定医 水口　潤     

日本糖尿病学会研修指導医 島　健二 小松　まち子 野間　喜彦 宮　恵子    

日本糖尿病学会専門医 島　健二 長瀬　教夫 小松　まち子 野間　喜彦 宮　恵子 

日本老年医学会指導医 島　健二     

日本小児科学会専門医 川原　和彦     

日本泌尿器科学会泌尿器科指導医 横田　成司 西谷　真明    

日本泌尿器科学会泌尿器科専門医 横田　成司 西谷　真明   

日本がん治療認定医機構がん治療認定医 横田　成司     

日本外科学会外科専門医 岩坂　尚仁     

日本高血圧学会指導医 西内　健 島　久登    

日本高血圧学会専門医 西内　健 島　久登     

日本循環器学会認定循環器専門医 西内　健 長瀬　教夫 木村　建彦 橋詰　俊二 高森　信行 岩瀬　俊

日本心血管インターベンション治療学会認定医 木村　建彦 高森　信行     

日本心血管インターベンション治療学会専門医 高森　信行     

日本心血管インターベンション治療学会施設代表医 高森　信行    

ゴア®バイアバーン®ステントグラフト実施医 高森　信行

日本脳神経外科学会脳神経外科認定医 本藤　秀樹     

日本脳卒中学会認定脳卒中専門医 本藤　秀樹     

日本医師会認定産業医 長瀬　教夫 小松　まち子 宮　恵子 曽根　佳世子 

日本人間ドック学会人間ドック認定医 小松　まち子

日本臨床検査医学会専門医 野間　喜彦     

日本医学放射線学会放射線診断専門医 日下　まき 城野　良三

日本IVR学会専門医 城野　良三

日本核医学会PET核医学認定医 城野　良三     

日本内分泌学会内分泌代謝科(内科)専門医 小松　まち子 宮　恵子    

日本内分泌学会内分泌代謝科指導医 宮　恵子  

日本医師会認定健康スポーツ医 小松　まち子     

日本甲状腺学会専門医 宮　恵子     

日本消化器病学会認定消化器病専門医 宮　恵子 長田　淳一 曽根　佳世子   

日本消化器内視鏡学会消化器内視鏡専門医 長田　淳一     

日本肝臓学会認定肝臓専門医 長田　淳一

日本消化器外科学会指導医 岩坂　尚仁

日本消化器外科学会認定医 岩坂　尚仁      

日本皮膚科学会認定皮膚科専門医 横田　綾     

日本消化管学会胃腸科認定医 島　久登     

日本動脈硬化学会認定動脈硬化専門医 島　久登

日本アフェレシス学会認定血漿交換療法専門医 島　久登

日本抗加齢医学会専門医 田代　学

日本呼吸器学会専門医 坂東　弘康

日本呼吸器学会指導医 坂東　弘康

日本呼吸器内視鏡学会専門医 坂東　弘康 

日本呼吸器内視鏡学会指導医 坂東　弘康

日本アレルギー学会専門医 坂東　弘康

日本アレルギー学会指導医 坂東　弘康

日本禁煙学会専門医 坂東　弘康

日本化学療法学会指導医 坂東　弘康

日本感染症学会専門医 坂東　弘康

日本感染症学会指導医 坂東　弘康

日本プライマリ・ケア連合学会暫定指導医 坂東　弘康

インフェクションコントロールドクター（ICD） 橋詰　俊二 坂東　弘康

日本麻酔科学会指導医 西出　俊二郎

日本麻酔科学会専門医 西出　俊二郎　    

麻酔標榜医 深田　義夫     

 横田　成司     
日本泌尿器内視鏡学会泌尿器
腹腔鏡技術認定医

日本心臓リハビリテーション学会認定
心臓リハビリテーション指導士

高森　信行

 長瀬　教夫 小松　まち子日本人間ドック学会人間ドック
健診情報管理指導士

医師・職員取得資格
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透析技術認定士 田尾　知浩 道脇　宏行 細谷　陽子 廣瀬　大輔 中野　正史 森　浩章
 田中　悠作 播　一夫 数藤　敬一 原　俊夫 清水　一郎 成瀬　裕深
 東根　直樹 英　理香 来島　政広 鎌田　優 藤原　健司 岡田　大佑
 相坂　佳彦 西内　陽子 八幡　優季 野口　隼一 那佐出　朋代 近藤　郁 
 福永　輝美 新開　美和

3学会合同呼吸療法認定士 田中　悠作 英　理香 相坂　佳彦 鎌田　優　 岡田　大佑 戸田　己記
 森浦　弥生

日本糖尿病療養指導士 大下　千鶴 戸田　己記 小倉　加代子 佐藤　裕子 福壽　悦子 楮山　祐子
 小谷　明子 原　恵子 森　恭子 松浦　香織

日本腹膜透析医学会指導看護師 平野　春美 西分　延代 笹田　真紀 数藤　ゆかり 数藤　康代 森下　成美 
 吉見　俊司 戸田　己記 有木　直美 小倉　加代子 佐藤　裕子 岡本　真紀 
 日根　千鶴 酒井　紘子 宮下　めぐみ 槙納　幸子 木内　雄子 井上　愛
 加藤　美佳 山田　美佳 佐々木　美和 

徳島県糖尿病療養指導士 北渕　梓 吉見　俊司 石野　聡子 奥谷　晴美 近藤　郁 日根　千鶴 
 槙納　幸子 木内　雄子 藤本　花恵 原田　郁子 中飯　美代 河野　久美子
 尾方　恵美 森　和代 杉野　有里子 空野　一葉 桑村　亜矢子 木村　浩徳
 多田　浩章 玉谷　高広 友成　美貴 宮本　智彦 若山　憲市 秦　麻友
 西本　篤史 登井　麻絵

腎臓病療養指導士 泉　有里子 村上　真也 原　恵子 数藤　康代

慢性腎臓病療養指導看護師 三宅　直美 数藤　康代 小倉　加代子 小川　昌平

レシピエント移植コーディネーター 西川　雅美 秋山　和美

日本心血管インターベンション治療学会
心血管インターベンション技師
 東根　直樹 相坂　佳彦

日本静脈経腸栄養学会認定
栄養サポートチーム専門療法士 藤原　絵理

臨床研修指導医 岡田　一義 川原　和彦 長瀬　教夫 本藤　秀樹 藤本　浩史 木村　建彦
 高森　信行 宮　恵子 島　久登 坂東　弘康 岩坂　尚仁 西出　俊二郎

医療安全管理者 志内　敏郎 萩原　雄一 藤田　都慕 北渕　梓 常陸　真由美  

第一種衛生管理者 志内　敏郎 空野　一葉     

認定実務実習指導薬剤師 志内　敏郎     

腎臓病薬物療法専門薬剤師 志内　敏郎

日病薬病院薬学認定薬剤師 志内　敏郎 泉　有里子 村上　真也     

二級臨床検査士 髙松　典通     

超音波検査士(循環器･血管) 多田　浩章    

超音波検査士（循環器） 吉川　由佳里 中岡　加奈子    

超音波検査士（消化器） 山田　真由美

緊急臨床検査士 正木　千晶     

第一種放射線取扱主任者 谷　恵理奈

X線CT認定技師 佐木山　薫     

静脈経腸栄養TNT-D認定管理栄養士 大西　嘉奈子     

社会福祉士 薦田　茜 藤倉　みき

診療情報管理士 宮島　彰子 原　雅子 辰己　奈月 竹森　洋介  

医師事務作業補助者 秋田　悦代 香川　泰子 久米　ともこ 辰己　奈月 森本　麻友美 近藤　由紀子 
 藤澤　真弓 藤田　豊子 細田　真帆子 井上　有貴子 島田　菜央 橘　迪子 
 祖父江　仁美 横田　浩子 福本　美穂 

医療情報技師 藤田　諭 奥尾　康晴 末包　博人 高井　紀丞

施設基準管理士 末包　博人     

 大石　晃久 西本　篤史 仲尾　和恵 三好　友美    

日本理学療法士協会認定指定管理者（上級） 大石　晃久 玉谷　高広   

認定看護管理者教育セカンドレベル 平野　春美

インターベンション　エキスパートナース 松田　幸子

日本転倒予防学会認定転倒予防指導士 池尻　真理子

日本認知症ケア学会認定認知症ケア専門士 戸田　己記

ＡＣＬＳブロバイダー 森浦　弥生 

日本理学療法士協会 認定理学療法士(代謝) 玉谷　高広 

日本理学療法士協会認定
地域包括ケア推進リーダー

日本心臓リハビリテーション学会認定
心臓リハビリテーション指導士

 大石　晃久 玉谷　高広 西本　篤史    

 大石　晃久 玉谷　高広 西本　篤史   
日本理学療法士協会認定
介護予防推進リーダー

日本ウオーキング協会認定
健康ウオーキング指導士

 玉谷　高広

 玉谷　高広

日本ウオーキング協会認定
公認ウオーキング指導士

嚥下トレーナー歯科衛生士 高石　和子 薦田　茜 藤倉　みき  

 高石　和子
認定歯科衛生士
（認定分野A:糖尿病予防指導）

 高石　和子

医師・職員取得資格

認定歯科衛生士
（認定分野A：摂食嚥下リハビリテーション）
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■社会医療法人川島会　職員数合計／570名(560)

●常勤医師／35名（31） ●歯科医師／1名（1） ●非常勤医師／45名（60） 
●看護師／138名（128） ●准看護師／26名（25） ●看護助手／64名（67） ●薬剤師／12名（12） 
●管理栄養士／8名（8） ●臨床検査技師／13名（13） ●診療放射線技師／11名（12） ●臨床工学技士／70名（63）
●理学療法士／7名（7） ●作業療法士／1名（0） ●歯科衛生士／4名（4） ●医事課／35名（33） 
●診療情報課／3名（2） ●クラーク／53名（50） ●総務課／18名（18） ●医療支援課／19名（21） 
●訪問介護員／7名（5）

■社会福祉法人飛鳥　職員数合計／41名(46)

●施設長／1名（1） ●管理者／3名（3） ●介護支援専門職員／4名（5） ●看護師／3名（3） 
●介護職員／7名（7） ●生活相談員／3名（4） ●栄養士／1名（1） ●事務員／1名（1） 
●サービス提供責任者／2名（2） ●訪問介護員／15名（17） ●医療ソーシャルワーカー／1名（2）

職員数 2019年4月1日現在　注：（　）内は2018年4月1日現在

田尾　知浩 一般社団法人徳島県臨床工学技士会理事、徳島透析療法カンファレンス幹事

道脇　宏行 一般社団法人日本血液浄化技術学会学術委員

竹内　教貴 公益社団法人日本臨床工学技士会人材活性化委員会中国・四国地区ブロック委員
 公益社団法人日本臨床工学技士会人材活性化委員会都道府県Yボード連絡員徳島県担当
 中四国臨床工学技士会連絡協議会若手委員、一般社団法人徳島県臨床工学技士会副会長
 一般社団法人徳島県臨床工学技士会若手委員会委員長

大下　千鶴 徳島県立総合看護学校准看護学科講師・第一看護学科講師、徳島糖尿病看護研究会幹事、
 徳島県看護協会AWAナースサポートセンター事業運営委員

三宅　直美 徳島腎不全看護研究会幹事

西谷　千代子 徳島県立総合看護学校准看護学科講師

笹田　真紀 徳島県看護協会ナースバンクプロジェクト委員

数藤　康代 徳島腎不全看護研究会幹事・事務局、徳島透析療法カンファレンス幹事、日本腎不全看護学会透析療法指導看護師徳島県代表

佐藤　裕子 徳島CDEJ会世話人

楮山　祐子 徳島CDEJ会世話人

奥尾　康晴 一般社団法人阿波あいネットシステム管理委員

職員数

医師・職員院外団体等役職

川島　周 日本赤十字社理事、徳島県赤十字有功会副会長、徳島大学臨床教授、徳島写楽の会会長、徳島彫刻文化を進める会会長

島　健二 徳島大学名誉教授、日本糖尿病学会名誉会員、日本臨床化学会名誉会員、日本病態栄養学会評議員、徳島県保険者協議会顧問

水口　潤 日本腹膜透析医学会理事長、日本ハイパフォーマンスメンブレン研究会理事長、日本HDF研究会理事、日本アクセス研究会理事、
 腎臓病臨床経済協議会理事、とくしま移植医療推進財団理事、腎臓病SDM推進協会幹事、日本臨床腎移植学会監事、
 四国透析療法研究会監事、日本移植学会評議員、日本臨床腎移植学会評議員、徳島大学医学部腎臓内科臨床教授、
 徳島透析医会会長、日本腎不全栄養研究会顧問、バスキュラーアクセスインターベンション治療研究会世話人

西内　健 徳島市医師会心電図判読委員会委員、日本循環器学会四国支部評議員
 日本心血管インターベンション治療学会中国四国支部運営委員、日本心臓リハビリテーション学会四国支部評議員

岡田　一義 日本腎臓学会評議員、日本透析医学会評議員・理事、日本腹膜透析医学会評議員、認定NPO法人腎臓病早期発見推進機構理事
 日本高齢者腎不全研究会代表世話人、日本腎栄養代謝研究会顧問

本藤　秀樹 徳島県医師会常任理事、徳島県立中央病院顧問、徳島治験ネットワーク機構理事、
 徳島県後期高齢者医療広域連合運営懇話会委員、徳島県後発医薬品適正使用協議会委員会

藤本　浩史 徳島県支払基金審査専門部会長、徳島県医師会腎疾患対策委員

長瀬　教夫 独立行政法人国立病院機構東徳島医療センター名誉院長、日本循環器学会四国支部評議員、糖尿病情報学会評議員

小松　まち子 徳島市医師会糖尿病対策委員会委員

野間　喜彦 日本内科学会四国支部評議員、日本糖尿病協会徳島県支部理事、日本糖尿病学会学術評議員
 日本糖尿病対策推進会議徳島県担当委員（日本糖尿病学会担当委員、徳島県医師会担当委員）
 徳島県医師会糖尿病対策班班長、徳島大学医学部臨床教授、徳島ＮＳＴ研究会幹事、プラス1000歩県民運動促進会会長

宮　恵子 徳島市医師会女性医師プロジェクト委員

坂東　弘康 徳島県立海部病院名誉院長、徳島大学医学部臨床教授、日本禁煙学会評議員、日本呼吸ケア・リハビリテーション学会徳島県支部長、
 徳島県医師会地域医療支援委員会、徳島県医師会感染対策協議会

川島　友一郎 徳島大学臨床講師、徳島県歯科医師会地域保健部常任委員、徳島市歯科医師会代議員

島　久登 東北大学大学院医学系研究科大学院非常勤講師、日本腎臓学会評議員、
 日本透析医学会統計調査委員会 統計解析小委員会委員、日本動脈硬化学会評議員

志内　敏郎 日本腎臓病薬物療法学会理事、COI委員長、専門薬剤師制度副委員長、編集委員副委員長、広報委員、徳島腎と薬剤研究会会長、
 CKD･DVD薬剤研究会会長、徳島県病院薬剤師会理事、YMTM（吉野川・美馬・つるぎ・三好）合同薬剤研究会世話人・幹事、
 徳島薬剤師循環器研究会世話人

村上　真也 徳島腎と薬剤研究会事務局、CKD･DVD薬剤研究会事務局

原　恵子 徳島ＮＳＴ研究会幹事

松浦　香織 徳島県医療栄養士協議会幹事

髙松　典通 徳島大学医学部保健学科非常勤講師

多田　浩章 徳島県臨床検査技師会生理検査研究班副班長、徳島心エコー図研究会世話人

猪龍　浩司 徳島CT研究会世話人

赤澤　正義 日本核医学技術学会中四国地方会世話人、徳島核医学研究会世話人

大石　晃久 日本心臓リハビリテーション学会評議員、日本心臓リハビリテーション学会四国支部幹事・評議員、徳島県心臓リハビリテーション研究会世話役

玉谷　高広 日本心臓リハビリテーション学会四国支部評議員、四国理学療法士学会 査読委員、徳島県理学療法士会 健康増進部員、
 東部LCDEの会 徳島市支部 世話人
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職員数

■外来患者延数 ■歯科患者延数 ■入院患者延数 ■新入院患者延数

外来患者延数 歯科患者延数 入院患者延数

54,338名（52,869） 8,111名（8,094） 31,822名（30,928）

新入院患者延数

1,946名（1,910）

川島病院 川島透析クリニック 鴨島川島クリニック

脇町川島クリニック 藍住川島クリニック

54名（52） 504名（544） 138名（144）

113名（116） 49名（-）

■血液透析患者数（3月31日現在）

阿南川島クリニック　

42名（30）

鳴門川島クリニック

122名（126）

合計

1,026名（1,016）

在宅透析

4名(4)

川島病院 川島透析クリニック

脇町川島クリニック 阿南川島クリニック

13,677回（13,611） 77,397回（81,819）

16,900回（17,005） 5,323回（3,976）

■延べ回数

鴨島川島クリニック 鳴門川島クリニック

藍住川島クリニック 合計

20,625回（21,189） 18,571回（18,396）

4,336回（-） 156,829回（155,996）

アフェレーシス

113回（57）

新規導入患者数

PD 15名（18）

HD 96名（93）

■透析患者数

患者数

93名（97）

1026名（1,016）

■腎移植患者数　●患者数／68名（64） （3月31日現在）

水口　潤 日本臨床腎移植学会 司会 2018年2月15日
 バスキュラーアクセスインターベンション治療研究会 司会 2018年3月3日
 日本医工学治療学会 座長 2018年3月17日
 徳島透析セミナー 座長 2018年4月10日
 徳島CKD-MBDカンファレンス 座長 2018年4月12日
 日本透析医学会 司会 2018年6月29日
 日本透析医学会 司会 2018年6月29日
 日本透析医学会 司会 2018年6月30日
 日本腎栄養代謝研究会 座長 2018年7月14日
 日本高齢者腎不全研究会 司会 2018年7月22日
 徳島透析講演会 座長 2018年8月23日
 日本透析医学会 司会 2018年8月31日
 日本HDF研究会 座長 2018年9月15日
 日本腎臓学会西部学術大会 座長 2018年9月28日
 日本腎臓学会西部学術大会 司会 2018年9月29日
 日本腎臓学会西部学術大会 司会 2018年9月29日
 日本腹膜透析医学会 座長 2018年10月6日
 日本腹膜透析医学会 司会 2018年10月6日
 日本腹膜透析医学会 司会 2018年10月7日
 日本アクセス研究会 座長 2018年10月13日
 日本アクセス研究会 座長 2018年10月14日
 徳島透析療法研究会 座頭 2018年11月25日
 I-HDF研究会 司会 2018年12月8日
 ハイパフォーマンスメンブレン研究会 座長 2018年3月11日

西内　健 徳島透析療法研究会 座長 2018年1月18日
 血栓を考える会 座長 2018年1月23日
 第29回日本老年病学会四国地方会 座長 2018年2月18日
 心房細動Total Care 座長 2018年3月27日
 静脈血栓治療WEBセミナーin徳島 座長 2018年10月15日
 Heart Failure Coagulatiom Meeting 座長 2018年11月19日

岡田　一義 第63回日本透析医学会学術集会・総会 座長 2018年6月29日
 第63回日本透析医学会学術集会・総会　 座長 2018年6月30日
 第24回日本HDF研究会学術集会・総会　 座長 2018年9月15日
 第4回中四国在宅透析研究会　 座長 2018年9月22日
 第24回日本腹膜透析医学会学術集会・総会　 座長 2018年10月6日
 第24回日本腹膜透析医学会学術集会・総会 座長 2018年10月7日

川島　友一郎 第60回全日本病院学会 座長 2018年10月7日

志内　敏郎 第21回徳島腎と薬剤研究会 座長 2018年1月16日
 CKD・CVD薬剤研究会 座長 2018年2月15日
 CKD・CVD薬剤研究会 座長 2018年3月13日
 レミッチOD錠発売1周年記念web講演会 座長 2018年4月12日
 第4回YMTM合同薬剤研究会 座長 2018年6月3日
 CKD・CVD薬剤研究会 座長 2018年6月28日
 第12回日本腎臓病薬物療法学会学術集会・総会　 座長 2018年10月20日
 第12回日本腎臓病薬物療法学会学術集会・総会　 座長 2018年10月21日
 第57回日本薬学会・日本薬剤師会・日本病院薬剤師会　中国四国支部学術大会 座長 2018年11月11日

原　恵子 第27回徳島NST研究会 座長 2018年10月20日

田尾　知浩 第8回中四国臨床工学会　 座長 2018年9月29日

道脇　宏行 中四国MEフォーラム 座長 2018年2月17日
 第33回日本ハイパフォーマンス・メンブレン研究会 座長 2018年3月10日
 第63回日本透析医学会学術集会・総会 座長 2018年6月30日

森　浩章 第49回徳島透析療法研究会 座長 2018年11月25日

多田　浩章 第42回徳島県医学検査学会 座長 2018年12月9日

大石　晃久 第24回日本心臓リハビリテーション学会学術集会 座長 2018年7月14日

玉谷　高広 徳島県理学療法士会 平成30年度健康増進部講演会 司会 2018年6月24日

西分　延代 第24回日本腹膜透析医学会学術集会・総会 司会 2018年10月6日

数藤　康代 第63回日本透析医学会学術集会・総会 座長 2018年6月30日
 第29回日本サイコネフロロジー研究会 座長 2018年7月7日

市原　久実 第27回徳島NST研究会 座長 2018年10月20日
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■治験 ●川島病院 第Ⅲ相試験　0件　
  第Ⅱ相試験　2件　

 ●川島透析クリニック 第Ⅲ相試験　0件　
  第Ⅱ相試験　0件　
  医療機器　  0件

■製造販売後調査　●川島病院　5件

治験、製造販売後臨床試験／2018年1月～12月

■糖尿病教室 2018年8月25日　「カンバセーションマップで楽しみながら学び愛」　参加者5名  
 2019年2月2日　「みんなで学ぶ糖尿病教室」　参加者16名  

■リハビリ件数 ●個別／理学療法総単位　20,907件(18,297)　作業療法総単位　1,917件(0)　
 ●消炎／0件(2)

■ケアハウスあすか入居者数（延べ実利用者数） 572件(595)
■デイサービスセンター利用者数（延べ） 7,249件(7,199)
■ヘルパーステーション利用者数（延べ実利用者数） 907件(1,001)
■在宅介護支援センター計画数（延べ実計画数） 1,654件(2,161)
■相談支援事業 1,372件(1,265)
■訪問介護利用者（延べ） 271件(280)

消化器内視鏡 CT

腎生検 心カテ/PTCA

978件（845） 4,372件（4,173）

37件（62） 235件（250）

冠動脈CT シャントPTA

RI MRI

345件（373） 502件（486）

282件（255） 1,796件（1,659）

心エコー 骨密度

3,059件（2,838） 1,066件（980）

嚥下内視鏡

0件（5）

■主要処置・検査件数

手術総数 結石破砕

1,550件（1,571） 69件（95）

シャントPTA ペースメーカー植え込み

502件（486） 12件（11）

■手術・処置件数

■栄養指導件数　●指導件数／2,361件（1,974）

編集後記
 

今年は、新しい時代を祝う一方で、
多くの経験したことのない出来事がおきました。
何か感情をコントロールするのが難しい、
良くも悪くも落ち着かない毎日だったと思います。
私たち川島会のチーム医療ついてお伝えできたことは、
今年だからこそ、意味があったのではないかと感じています。
 
発行に携わって頂いた皆さんに感謝申し上げます。
ありがとうございました。
特に広報誌チームのみんなに心から拍手！

 
広報委員長　川島 友一郎
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